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今回はほたてを使った「ほたてのイタリアングラタン」
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しいですね。
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ほたての
イタリアングラタン

殻付ほたてでおしゃれな一品

浜のおかあさん

レシピ

ほたての殻をむき、耳を取って水洗いした後、キッ
チンペーパーで水気を取り、軽く塩こしょうを振る。
ほたてを剥いた後の殻は、綺麗に洗っておく。
室温に戻しておいた無塩バターをボウルでペース
ト状になるまで練る。
③のバターに、Ａを入れ混ぜ合わせる。
②の殻に、①のほたて、④の合わせバター、パン粉
をのせ、粉チーズをかける。
１８０～２００℃に予熱したオーブンで１０分焼く。
付け合せに、くし切りにしたトマトとレモンを添え
て出来上がり。
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新星マリン漁協

花田　泰子さん

・殻付ほたて・・・８枚
・パン粉・・・大さじ８
・粉チーズ・・・適量
・トマト・・・１個
・レモン・・・１個
・塩こしょう・・・少々

産地市場の衛生管理の向上に向けて
「北海道産地市場衛生管理マニュアル」を改訂しました
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主役は青年部！ 浜益の朝市

狩
市
北
部
に
あ
る
浜
益
港
で
４
月
19
日（
日
）、
石
狩
湾
漁
協
浜
益
地

区
青
年
部
に
よ
る
「
浜
益
ふ
る
さ
と
市
場 
漁
港
朝
市
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
晴
れ
間
と
雨
が
繰
り
返
す
天
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お
客
様
の

出
足
は
好
調
で
、
開
始
時
間
の
７
時
前
に
は
既
に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
今
年
で
９
年
目
を
迎
え
る
こ
の
朝
市
は
、
青
年
部
が
地
域
お
こ
し
を
目

的
に
始
め
ま
し
た
。
会
場
の
飾
り
つ
け
や
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
コ
ー
ナ
ー
の
設
営
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
浜
鍋
作
り
は
青
年
部
員
が
行
っ
て
い
ま
す
。
前
浜
産
の
ほ
た
て

や
か
れ
い
の
一
夜
干
し
、
鮭
と
ば
、
青
年
部
が
仕
込
ん
だ
た
こ
串
、
地
元
産

の
し
い
た
け
な
ど
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
コ
ー
ナ
ー
の
網
の
上
に
は
た
く
さ
ん
の
食
材
が

並
び
、
そ
ろ
い
の
法
被
を
来
た
青
年
部
員
た
ち
が
慣
れ
た
様
子
で
焼
き
手
を

務
め
て
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
提
供
さ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
浜
鍋
は
、
20
㎏
も
の
稚
貝
か
ら
出
る
だ

し
の
旨
味
を
生
か
し
た
塩
味
の
ほ
た
て
汁
。
準
備
中
か
ら
漂
う
ほ
た
て
の
香

り
に
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
な
か
、
体
も
温
ま
る
と
あ
っ
て
、
多
く
の
人
が
列
を

作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
収
益
金
は
水
難
救
済
会
へ
の
募
金
に
あ
て
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

　
会
場
で
は
他
に
も
、
鮮
魚
や
干
物
、
地
元
産
の
山
菜
の
販
売
や
前
浜
産
生

昆
布
の
詰
め
放
題
、
海
産
物
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
元
の
太

鼓
保
存
会
に
よ
る
豊
漁
太
鼓
も
に
ぎ
や
か
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
浜
益
は
札

幌
か
ら
車
で
１
時
間
半
程
度
。
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
遊
び
に
来
た
若
い
女
性
の

グ
ル
ー
プ
や
家
族
連
れ
、
ツ
ー
リ
ン
グ
の
男
性
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様

が
浜
益
の
味
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
石
狩
湾
漁
協
浜
益
地
区
青
年
部
で
は
、

Ｊ
Ａ
い
し
か
り
の
直
売
所
や
、
浜
益
温
泉

へ
の
出
前
朝
市
、
夏
の
「
浜
益
み
な
と
祭

り
」
も
主
催
し
て
い
ま
す
。
み
な
と
祭
り

で
は
昨
年
か
ら
打
ち
上
げ
花
火
も
行
っ
て

お
り
、
浜
益
地
区
青
年
部
長
の
門
脇
さ
ん

は
、「
今
後
も
地
域
発
展
の
た
め
に
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
浜
益
ふ
る
さ
と
市
場 

漁
港
朝
市
は
４
月

19
日
か
ら
６
月
７
日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
、

全
８
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

浜の

元気印！

石
早朝からにぎわうＢＢＱコーナー

大きな鍋で作られる、旨味が凝縮された浜鍋

1　|
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雪解け促す暖かな日差しの古平漁港
表紙の写真
東しゃこたん漁協／茂木  一さんご家族です。

15 本所からこんにちは 「営業企画部」

浜の家族物語
東しゃこたん漁協／茂木　一 さん　ご家族11

増加する海獣被害に組合全体で取り組む10

なみまるインフォメーション14

大漁祈願！

浜のほっとニュース16

みなさんのお便りでつくるページ

なみまる おたより箱17

頭すっきり!! ブレイクタイム13

浜のご意見番 購販推進地区委員長に聞きました
12 ぎょれんの仕事、ここがあっぱれ! ここは喝！
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特集 平成27年度ぎょれん事業計画 －後編－

平成２７年度ぎょれん事業計画
                          －後編－

　
昨
年
度
の
秋
鮭
の
道
内
水
揚
は
、
漁
期
中
盤
以
降

の
水
揚
が
低
調
に
推
移
し
、
平
成
25
年
度
を
下
回
る

10
万
６
千
ト
ン
と
な
っ
た
も
の
の
、
浜
値
は
製
品
の

消
流
環
境
か
ら
４
４
６
円
／
㎏
と
近
年
の
高
水
準
を

維
持
し
ま
し
た
。

　
秋
鮭
の
消
流
は
、
親
製
品
に
つ
い
て
は
、
輸
入
鮭

鱒
が
高
値
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
国
内
に

お
い
て
順
調
に
消
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、

高
値
供
給
に
よ
る
消
費
の
低
迷
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

輸
出
は
、
本
会
と
し
て
国
内
需
給
調
整
等
を
目
的
に

一
定
量
の
搬
出
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
漁
期
終
了
後

に
ロ
シ
ア
物
が
ル
ー
ブ
ル
安
の
影
響
に
よ
り
中
国
へ

安
値
供
給
さ
れ
た
た
め
、
今
後
、
道
産
品
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
魚
卵
製
品
に
つ
い
て
は
、
需
要
が
縮
小
傾
向
の
な

か
、
製
品
価
格
が
若
干
の
修
正
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
供
給
量
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
消
費

動
向
に
よ
っ
て
は
、
新
漁
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
道
産
秋
鮭
は
水
揚
の
減
少
に
伴
っ
て
浜
値

が
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
世
界
の
鮭
鱒
供
給
量

は
３
０
０
万
ト
ン
を
超
え
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、
道
産
秋
鮭
の

消
流
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
動
向
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
魚
価
・
消
流
の

安
定
を
図
る
た
め
、
秋
鮭
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

を
的
確
に
捉
え
た
な
か
で
、
秋
鮭
流
通
対
策
協
議
会

と
連
携
し
た
施
策
の
継
続
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

⑤
国
の
補
助
事
業
の
有
効
活
用
（
需
給
変
動
調
整

事
業
）

【
魚
卵
製
品
】

①
需
要
動
向
に
沿
っ
た
製
品
処
理
配
分
の
推
進

（
塩
い
く
ら
…
維
持
、
醤
油
い
く
ら
…
拡
大
）

②
消
費
の
安
定
・
拡
大
を
目
的
と
し
た
効
果
的
な

販
促
活
動
の
継
続

③
需
要
が
伸
長
し
て
い
る
回
転
寿
司
・
惣
菜
業
態

へ
の
販
売
強
化

（
３
）
輸
出
対
策

①
国
内
需
給
調
整
を
目
的
と
し
た
中
国
へ
の
一
定

量
の
原
料
（
ド
レ
ス
）
輸
出
継
続

②
中
国
以
外
の
原
料
輸
出
先
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
（
ベ
ト
ナ
ム
等
）

③
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
向
け
加
工
品
（
い
く
ら
、

定
塩
フ
ィ
レ
等
）
の
販
売
強
化
並
び
に
新
規
販

路
の
開
拓

（
4
）
そ
の
他

①
世
界
的
に
認
知
さ
れ
た
エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
取
得

に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
協
議
継
続

②
Ｅ
Ｕ
ー
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
等
の
輸
出
環
境
整
備
に
向

け
た
国
・
道
と
の
連
携
促
進

　
本
道
ほ
た
て
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ
こ
数

年
、
生
産
・
流
通
の
両
面
で
大
き
な
様
変
わ
り
を
み

せ
て
い
ま
す
。

　
生
産
面
で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
に
お
い
て
、
歩
留

の
変
動
幅
の
拡
大
に
よ
り
、
処
理
仕
向
け
が
多
様
化

傾
向
に
あ
る
一
方
、
噴
火
湾
地
区
で
は
ザ
ラ
ボ
ヤ
等

の
付
着
物
被
害
の
ほ
か
、
成
長
不
良
や
原
料
貝
の
輸

出
仕
向
増
大
に
よ
る
集
中
水
揚
げ
の
傾
向
か
ら
、
加

工
業
者
の
稼
働
不
足
等
が
顕
在
化
す
る
な
ど
地
区
別

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、流
通
面
で
は
、円
安
・
海
外
需
要
の
増
大
等

か
ら
輸
出
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
輸
出
主
導
型
流
通

が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
な
か
、国
内
市
場
は
縮
小
傾
向

が
続
い
て
い
る
た
め
、輸
出
に
係
る
リ
ス
ク
も
考
慮
し

た
な
か
で
、全
国
規
模
で
の
よ
り
一
層
の
実
需
回
復
を

見
据
え
た
販
売
戦
略
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
変
化
を
踏
ま
え
、
本
年
度
に
お

い
て
は
、
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
な
ら
び
に
関
係
行

政
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
安
定
し
た
生
産
及
び
流

通
体
制
の
構
築
に
向
け
た
課
題
解
決
へ
の
対
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
変
化
に
対
応
し
た
水
揚
げ
対
策

①
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区

ア
．
各
製
品
毎
の
流
通
見
通
し
に
基
づ
く
処
理

仕
向
け
実
現
に
向
け
た
漁
協
と
の
協
議
推
進

イ
．
広
域
流
通
に
よ
る
原
貝
処
理
能
力
の
向
上

（
ほ
た
て
加
工
場
の
従
業
員
高
齢
化・減
少
の

補
完
）

②
噴
火
湾
地
区

ア
．
水
揚
げ
平
準
化
に
向
け
た
新
た
な
加
工
・

流
通
形
態
の
提
案
に
基
づ
く
協
議
実
施

（
２
）
市
場
拡
大
に
向
け
た
流
通
対
策

①
国
内
流
通
対
策

ア
．
地
区
別
・
業
態
別
需
要
調
査
に
基
づ
く
製

品
毎
の
販
売
促
進

イ
．
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
展
開
の
た
め
、中
食・回

転
寿
司
業
態
へ
の
生
鮮
ほ
た
て
の
提
案
強
化

②
輸
出
拡
大
対
策

【
輸
出
環
境
整
備
の
促
進
】

ア
．
道
・
ほ
た
て
流
通
食
品
協
会
と
の
連
携
に

よ
る
貝
毒
管
理
の
徹
底
（
安
全
期
と
貝
毒
発

生
期
区
分
管
理
の
徹
底
と
啓
蒙
）

【
輸
出
販
売
戦
略
の
強
化
】

ア
．
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な

商
品
形
態
で
の
末
端
販
路
の
拡
大

　（
玉
冷
・
冷
凍
ボ
イ
ル
・
片
貝
冷
凍
・
活
貝
等
）

イ
．
主
要
輸
出
相
手
国
に
お
け
る
試
食
会
の
開

催
等
に
よ
る
効
果
的
な
販
促
活
動
の
実
施

ウ
．
海
外
に
お
け
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の

販
路
拡
大

（
３
）
乾
貝
柱
の
流
通
対
策

①
香
港
以
外
の
華
僑
市
場
へ
の
取
り
組
み
強
化

ア
．
米
国
の
華
僑
市
場
へ
の
販
路
拡
大

イ
．
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
直
接
輸
出
体
制
の
構
築

②
内
販
末
端
需
要
の
拡
大

ア
．
外
食
・
中
食
業
態
と
の
共
同
販
促
に
向
け

た
取
り
組
み

③
品
質
の
均
一
化
及
び
品
質
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

ア
．
品
質
均
一
化
と
選
別
作
業
の
効
率
化
に
向

２
．
本
会
取
扱
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
向
上

の
取
り
組
み

（
１
）
取
扱
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
見
直
し
と
再
徹
底

（
２
）
異
物
混
入
を
含
め
た
重
大
事
故
・
商
品
苦
情

等
に
対
す
る
危
機
管
理
体
制
の
強
化

（
３
）
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
※
へ
の
取
り
組
み
の

継
続
指
導
及
び
徹
底

（
４
）
商
品
表
示
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み

※
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
は

　
食
品
へ
の
意
図
的
な
異
物
の
混
入
を
防
止
す
る
取
り
組
み
。原
料

調
達
か
ら
販
売
ま
で
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
、人
為
的
に
毒
物

な
ど
が
混
入
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
も
の
。

　３
．
全
道
漁
協
職
員
向
け
衛
生
管
理
の
継
続
実
施

（
１
）
全
道
ブ
ロ
ッ
ク
別
一
般
職
員
向
け
衛
生
管
理

研
修
会
の
開
催
（
各
産
地
支
店
）

（
２
）
漁
協
工
場
の
衛
生
管
理
高
度
化
に
向
け
た
工

場
担
当
者
集
合
研
修
会
の
開
催
（
札
幌
）

　
水
産
物
の
国
内
消
費
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
消

費
者
の
魚
離
れ
が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
世
界
的
な
水
産
物
需
要
は
拡
大
傾
向
に
あ

り
、
国
内
向
け
水
産
物
と
の
二
極
化
が
顕
著
と
な
っ

て
い
ま
す
。

け
た
生
産
組
合
と
の
協
議

イ
．
金
属
探
知
機
の
導
入
等
、
異
物
混
入
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
と
啓
蒙

　
昨
年
の
北
海
道
産
昆
布
の
生
産
量
は
１
８
、
０
０

０
ト
ン
台
と
過
去
最
低
を
記
録
し
た
平
成
25
年
度
の

１
４
、
９
３
１
ト
ン
か
ら
回
復
し
た
も
の
の
、
中
期

的
に
減
産
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
の
生
産

回
復
対
策
事
業
を
通
じ
、
引
き
続
き
人
工
的
種
苗
投

入
実
証
試
験
事
業
の
実
施
等
、
各
種
生
産
振
興
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
食
生
活
の
変
化
か
ら
、
昆
布
の
消

費
量
は
全
般
的
に
漸
減
傾
向
に
あ
り
、
よ
り
効
果
的

な
需
要
回
復
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し
た

　  

生
産
振
興
対
策

①
人
工
的
種
苗
投
入
実
証
試
験
事
業
の
拡
充

ア
．
継
続
し
た
事
業
実
施
と
成
果
確
認

イ
．
実
用
化
に
向
け
た
改
良
と
地
区
に
適
合
し

た
手
法
の
模
索

②
雑
海
藻
駆
除
に
関
連
し
た
有
効
な
諸
施
策
の
取

り
組
み

ア
．
道
総
研
に
よ
る
研
究
の
進
捗
状
況
を
踏
ま

え
、
翌
年
度
へ
の
具
体
的
対
応
方
向
お
よ
び

諸
施
策
の
検
討
開
始

イ
．
雑
海
藻
駆
除
事
業
推
進
の
た
め
の
行
政
へ

の
支
援
要
望

③
昆
布
異
物
混
入
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

ア
．
産
地
毎
の
異
物
混
入
実
態
の
調
査
実
施
と

情
報
集
約
化

イ
．
調
査
内
容
の
デ
ー
タ
化
に
よ
る
、地
域
に
お

け
る
異
物
混
入
の
形
態
の
検
証
と
、対
応
検
討

ウ
．
関
係
業
界
団
体
と
共
同
に
よ
る
、
地
区
毎

の
意
見
交
換
会
等
を
通
じ
た
、
産
地
で
の
指

導
、
啓
蒙
活
動
を
実
施

エ
．
生
産
者
へ
の
異
物
混
入
実
態
の
提
示
等
、

意
識
向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
実
施

（
２
）
需
要
回
復
に
向
け
た
流
通
対
策

①
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
・
こ
ん
ぶ
消
費
拡

大
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
る
需
要
回
復
に
向
け

た
効
果
的
な
取
り
組
み
拡
充

ア
．
各
種
食
育
活
動
の
継
続
展
開

イ
．
健
康
志
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
継
続
実
施

ウ
．
調
理
師
専
門
学
校
生
徒
へ
の
昆
布
講
座
の
実
施

②
全
国
の
生
協
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
末
端

製
品
販
売
強
化

③
消
費
地
昆
布
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
ダ
シ
訴
求

事
業
の
模
索

④
欧
米
へ
の
輸
出
開
拓
に
向
け
た
模
索

（
３
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め

　
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
基
本
と
し
た
、日
昆
・

全
調
な
ら
び
に
輸
入
相
手
国
と
の
相
互
理
解
に
よ

る
秩
序
あ
る
輸
入
の
継
続
推
進

を
変
更
し
た「
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委

員
会
」の
開
催
回
数
の
増
大

イ
．
部
会
へ
の
出
席
回
数
の
増
大
に
よ
る
系
統
ブ
ラ

ン
ド
資
材
の
P
R
活
動
及
び
拡
販
活
動
の
強
化

ウ
．
組
合
窓
口
に
よ
る
資
材
取
り
ま
と
め
方
法
の

見
直
し（
取
り
ま
と
め
対
象
製
品
の
見
直
等
）

エ
．
ぎ
ょ
れ
ん
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
連
携
し

た
浜
廻
り
営
業
体
制
の
強
化

（
３
）
魚
函

①
安
定
的
な
再
生
原
料
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

（
組
合
や
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、
破
損
し
て
不

要
と
な
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
回
収
体
制

の
構
築
）

②
木
函
か
ら
エ
コ
コ
ン
テ
ナ
等
へ
の
転
換
を
提

案
。
流
通
数
量
増
に
よ
る
価
格
低
減
化
推
進

（
４
）
大
型
タ
ン
ク

①
既
存
の
補
助
事
業
有
効
活
用
に
向
け
た
取
り
組

み
（
国
産
水
産
物
流
通
促
進
事
業
）

②
道
内
で
の
有
効
活
用
可
能
な
新
規
補
助
事
業
実

現
に
向
け
た
要
請

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
本
道
漁
業
は
生
産
か

ら
加
工
・
流
通
・
消
費
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
浜
の
負
託
に
応
え
、

効
果
的
な
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
上
で
、
本

会
経
営
基
盤
の
強
化
は
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
た
め
本
年
度
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー
プ
全
体

の
総
合
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
再
構
築

を
図
る
と
と
も
に
、
関
連
会
社
を
含
め
た
事
業
の
再

編
整
備
を
行
う
な
ど
、
経
営
体
質
の
強
化
に
組
織
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー
プ
経
営
に
お
け
る
リ
ス

　
　 

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化

①
各
種
リ
ス
ク
（
債
権
・
在
庫
・
品
質
衛
生
等
）

へ
の
管
理
体
制
の
見
直
し
と
強
化

②
本
会
に
お
け
る
関
連
会
社
の
経
営
管
理
体
制
の

継
続
強
化

③
関
連
会
社
を
含
め
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
通

じ
た
職
員
の
育
成

④
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
規
程
類
の
体
系
的

再
整
備

（
２
）
経
営
基
盤
の
強
化

①
財
務
体
制
強
化
に
向
け
た
内
部
留
保
の
維
持
確
保

②
資
産
査
定
の
厳
格
化
に
よ
る
保
有
資
産
の
健
全

性
の
確
保

③
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
た
計
画
的
設
備
投
資
の

実
施

ア
．
生
産
体
制
の
強
化
に
向
け
た
直
営
工
場
の

老
朽
化
設
備
の
更
新

イ
．
共
有
燃
油
施
設
の
再
編
計
画
に
基
づ
く
整
備

ウ
．
老
朽
化
し
た
事
務
所・住
宅
の
段
階
的
な
整
備

（
３
）
関
連
会
社
を
含
め
た
事
業
再
編
の
推
進

①
ぎ
ょ
れ
ん
総
合
食
品
の
工
場
増
築
後
の
生
産
稼

働
体
制
の
確
立

②
ぎ
ょ
れ
ん
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
の
機
能
向
上
と
安
定

稼
働
の
実
現

③
ぎ
ょ
れ
ん
販
売
を
核
と
し
た
通
販
・
ギ
フ
ト
事

業
の
強
化

④
ぎ
ょ
れ
ん
室
蘭
食
品
年
内
事
業
停
止
に
向
け
た

諸
対
応

⑤
事
業
再
編
に
対
応
し
た
生
産
設
備
の
見
直
し
に

よ
る
計
画
的
推
進

（
４
）
人
材
育
成
の
強
化

①
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
教
育
研
修
の
継
続

②
業
務
内
容
の
変
化
と
業
務
効
率
化
を
踏
ま
え
、

関
連
会
社
を
含
め
た
本
会
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の

人
材
適
正
配
置
の
推
進

（
５
）
C
S
R
活
動
の
実
践

①
法
務
機
能
の
強
化
と
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法

令
遵
守
）
経
営
体
制
の
推
進

②
認
証
取
得
し
た
I
S
O
1
4
0
0
1
に
連
動
す

る
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
継
続

【
海
外
事
業
】

①
海
外
で
の
水
産
物
需
要
の
安
定
化
に
向
け
た
国
毎

の
特
性
を
捉
え
た
効
果
的
な
宣
伝
活
動
の
推
進

②
来
道
す
る
外
国
人
観
光
客
向
け
道
産
水
産
物
の

料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
普
及
と
対
象
国
で
の
売
り
場

の
確
保
に
よ
る
需
要
拡
大

【
鮮
魚
対
策
事
業
】

・「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」（
本
会
・

北
海
道
・
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
・
札
幌
市
場

荷
受
け
２
社
で
構
成
）
等
に
よ
る
道
産
水
産
物

の
地
産
地
消
・
魚
食
普
及
の
強
化

（
２
）
食
育
事
業

①
全
国
の
調
理
師
学
校
等
で
の
道
産
水
産
物
の
普

及
活
動
の
事
業
継
続
お
よ
び
保
育
士
・
栄
養
士

等
の
育
成
教
育
機
関
で
の
新
た
な
展
開

②
次
世
代
の
消
費
者
で
あ
る
園
児
、
小
学
生
及
び

そ
の
母
親
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
食
育
活

動
の
拡
大
（
昆
布
）

③
各
種
料
理
教
室
で
の
道
産
水
産
物
の
優
位
性
・

栄
養
面
の
訴
求
の
強
化

④
食
育
関
連
補
助
事
業
の
積
極
活
用
に
よ
る
事
業

規
模
の
拡
大
実
施

（
３
）
広
報
活
動

①
広
報
「
な
み
ま
る
く
ん
」
を
通
じ
た
全
道
漁
業

者
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

②
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
会
員
な
ら
び
に
一

般
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
と
内
容
の
充
実

　
長
期
に
わ
た
り
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
た
原
油
価

格
も
、
昨
年
夏
以
降
大
き
く
価
格
水
準
を
戻
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
漁
業
用
燃
油
及
び
石
油
化
学
製
品
を
原
料
と

す
る
漁
業
資
材
全
般
に
つ
い
て
の
今
後
の
価
格
動
向

は
極
め
て
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
漁
業
経
営
の
安
定
化
の
た
め
に
は
、
適
正
価
格
の

設
定
と
コ
ス
ト
削
減
対
策
は
引
き
続
き
重
要
課
題
で

す
。

　
購
買
事
業
で
は
こ
れ
ま
で
、
系
統
燃
油
価
格
改
定

打
ち
出
し
に
よ
る
適
正
な
燃
油
価
格
設
定
と
、
燃
油

取
扱
の
系
統
集
中
と
会
員
と
の
燃
油
タ
ン
ク
施
設
の

整
備
に
よ
る
燃
油
価
格
の
低
減
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、良
質
廉
価
な
「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
」
の
開
発
・

普
及
拡
大
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
価
格
の
打

ち
出
し
と
漁
業
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
も
会
員
と
連
携
し
、
漁
協
系
統

購
買
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
１
）
石
油
製
品

①
高
い
系
統
利
用
率
を
背
景
と
し
た
漁
協
系
統
仕

入
力
の
強
化

ア
．
本
会
利
用
率
の
更
な
る
向
上
・
維
持
に
向

け
た
取
り
組
み

イ
．
全
漁
連
利
用
率
向
上
を
通
じ
た
全
漁
連
の

元
売
り
に
対
す
る
発
言
力
強
化
、
仕
入
機
能

強
化
に
向
け
た
支
援

②
共
有
燃
油
施
設
再
編
整
備
計
画
の
計
画
的
推
進

ア
．
既
存
施
設
の
保
全
（
開
放
検
査
の
実
施
、

定
期
的
塗
装
）

イ
．浜
需
要
に
応
じ
た
施
設
規
模
へ
の
建
替
え
・

油
種
転
換
（
Ａ
重
油
↓
軽
油
）・
集
約
（
廃
止
・

休
止
含
む
）

ウ
．
消
防
法
対
応
（
地
下
タ
ン
ク
使
用
期
限
等

へ
の
対
応
）

③
系
統
燃
油
施
設
管
理
体
制
の
強
化

ア
．
施
設
管
理
者
研
修
会
の
定
期
開
催

イ
．
定
期
自
主
点
検
の
継
続

（
２
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

①
タ
イ
ナ
イ
ロ
ン
網
の
拡
販

ア
．
各
地
区
の
刺
網
需
要
の
再
調
査
に
よ
る
、

大
口
需
要
地
区
の
重
点
的
営
業
の
実
施

イ
．
漁
協
職
員
の
現
地
工
場
視
察
研
修
の
再
開

に
よ
る
認
知
度
向
上（
3
カ
年
計
画
の
2
年
目
）

ウ
．
試
験
網
の
無
償
提
供
に
よ
る
モ
ニ
タ
ー
数

を
増
や
す
P
R
活
動
の
実
施

エ
．
仕
立
場
の
保
有
化
検
討
に
向
け
た
調
査
の

実
施

オ
．
利
用
実
績
の
多
い
地
区
の
漁
業
者
を
対
象

と
し
た
製
造
工
場
視
察（
バ
ン
コ
ク
）の
検
討

②
ベ
ト
ナ
ム
養
殖
籠
の
新
規
仕
様
開
発
及
び
生
産

能
力
の
向
上

ア
．
ベ
ト
ナ
ム
単
独
で
全
道
展
開
で
き
る
新
規

仕
様
の
開
発
及
び
生
産
規
模
の
拡
充

イ
．
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
行
う
た
め
の
補
完
工
場

の
模
索

③
事
業
推
進
活
動
の
強
化

ア
．
H
26
年
度
か
ら
漁
業
形
態
別
に
開
催
方
法

　
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
な
か
、
水
産
業
界
に
お
い
て
も
産
地
市
場
に
お
け

る
水
揚
げ
の
段
階
か
ら
加
工
・
流
通
分
野
に
至
る
ま

で
、
水
産
食
品
全
般
に
わ
た
る
品
質
衛
生
管
理
体
制

の
強
化
・
適
正
表
示
等
へ
の
的
確
な
対
応
が
一
段
と

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
水
産
物
流
通
の
起
点
と
な
る
産
地
市
場

の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
は
、
会
員
・
道
と
連
携
し
、

過
去
に
も
実
施
し
た
全
道
産
地
市
場
衛
生
管
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
に
向
け
た
取
り
組
み
を
再
開
し
、

組
織
を
挙
げ
て
道
産
水
産
物
の
安
全
性
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
取
扱
商
品
に
つ
い
て
も
製
造
工
場
に

対
す
る
品
質
衛
生
管
理
指
導
と
定
期
点
検
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
特
に
「
ぎ
ょ
れ
ん
ブ
ラ
ン
ド
製
品
」

に
つ
い
て
は
、
万
一
、
異
物
混
入
・
食
中
毒
等
の
重

大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
経
済
的
損
失
の
ほ
か
ブ

ラ
ン
ド
の
信
用
・
信
頼
の
失
墜
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、

品
質
・
衛
生
管
理
等
の
安
全
・
安
心
対
策
の
強
化
に

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　１
．
産
地
市
場
衛
生
管
理
の
高
度
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
再
開

（
１
）
産
地
市
場
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

た
点
検
と
改
善
指
導
の
実
施

（
２
）
産
地
市
場
に
お
け
る
ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ
導
入

に
関
す
る
指
導
の
推
進

（
３
）
地
区
ご
と
の
産
地
市
場
連
絡
協
議
会
を
通
じ

た
組
織
的
取
り
組
み

　
こ
の
た
め
、
国
内
に
お
い
て
は
関
連
団
体
と
と
も

に
売
り
場
の
確
保
お
よ
び
食
育
活
動
の
充
実
に
よ
る

需
要
の
底
上
げ
を
図
り
、
海
外
に
お
い
て
は
安
定
需

要
の
確
立
を
目
指
し
た
各
種
宣
伝
販
促
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
活
動
は
、
全
道
漁
業
者
及
び
一
般
消

費
者
と
本
会
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
媒
体
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業
展
開
を
図
り

ま
す
。

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業

【
国
内
事
業
】

①
道
産
水
産
物
の
売
り
場
確
保
に
向
け
た
、
対
象

魚
種
の
旬
や
栄
養
面
を
訴
求
し
た
効
果
的
な
宣

伝
活
動
の
推
進

②
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
簡
便

な
メ
ニ
ュ
ー
提
案
を
基
本
と
し
た
店
頭
販
促
活

動
の
推
進

③
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連
動
し
た
一
般
消
費
者

向
け
の
情
報
発
信
及
び
新
た
な
媒
体
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
端
末
・
駅
の
電
子
看
板
）

に
よ
る
宣
伝
普
及
活
動
の
拡
大

秋鮭海外販促（写真は中国での販促の様子）

特 集
SPECIAL

 

１
．
秋
鮭

 

２
．
ほ
た
て

販
売
事
業
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
事
業
計
画

　先月から２か月にわたり、ぎょれんの平成２７年度事業計画をご紹介しています。
　今月は、販売事業のうち秋鮭・ほたて・昆布に関する事業と、食の安全・安心対策、宣伝販
促・食育・広報事業、購買事業、そして、経営体制に関する事業計画についてお伝えします。

国
内
外
の
秋
鮭
需
要
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を

計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
生
鮮
対
策

①
生
鮮
消
費
の
拡
大
に
向
け
た
生
フ
ィ
レ
・
生
筋

子
の
販
売
強
化

②
旬
の
時
期
に
お
け
る
全
国
販
促
の
継
続
強
化

③
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
製
品
規
格
（
ウ
ロ

コ
・
カ
マ
取
り
）
へ
の
対
応
推
進

（
2
）
国
内
対
策

【
親
製
品
】

①
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
冷
凍
フ
ィ
レ
・
定

塩
フ
ィ
レ
の
販
売
強
化

②
消
費
の
安
定
・
拡
大
を
目
的
と
し
た
効
果
的
な

販
促
活
動
の
継
続

③
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た「
生
食
商
品
」「
簡
便

調
理
品
」等
の
商
品
開
発
の
継
続
と
販
路
の
確
立

④
国
内
販
路
拡
大
に
向
け
た
冷
凍
フ
ィ
レ
海
外
委

託
加
工
の
継
続
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特集 平成27年度ぎょれん事業計画 －後編－

　
昨
年
度
の
秋
鮭
の
道
内
水
揚
は
、
漁
期
中
盤
以
降

の
水
揚
が
低
調
に
推
移
し
、
平
成
25
年
度
を
下
回
る

10
万
６
千
ト
ン
と
な
っ
た
も
の
の
、
浜
値
は
製
品
の

消
流
環
境
か
ら
４
４
６
円
／
㎏
と
近
年
の
高
水
準
を

維
持
し
ま
し
た
。

　
秋
鮭
の
消
流
は
、
親
製
品
に
つ
い
て
は
、
輸
入
鮭

鱒
が
高
値
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
国
内
に

お
い
て
順
調
に
消
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、

高
値
供
給
に
よ
る
消
費
の
低
迷
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

輸
出
は
、
本
会
と
し
て
国
内
需
給
調
整
等
を
目
的
に

一
定
量
の
搬
出
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
漁
期
終
了
後

に
ロ
シ
ア
物
が
ル
ー
ブ
ル
安
の
影
響
に
よ
り
中
国
へ

安
値
供
給
さ
れ
た
た
め
、
今
後
、
道
産
品
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
魚
卵
製
品
に
つ
い
て
は
、
需
要
が
縮
小
傾
向
の
な

か
、
製
品
価
格
が
若
干
の
修
正
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
供
給
量
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
消
費

動
向
に
よ
っ
て
は
、
新
漁
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
道
産
秋
鮭
は
水
揚
の
減
少
に
伴
っ
て
浜
値

が
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
世
界
の
鮭
鱒
供
給
量

は
３
０
０
万
ト
ン
を
超
え
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、
道
産
秋
鮭
の

消
流
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
動
向
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
魚
価
・
消
流
の

安
定
を
図
る
た
め
、
秋
鮭
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

を
的
確
に
捉
え
た
な
か
で
、
秋
鮭
流
通
対
策
協
議
会

と
連
携
し
た
施
策
の
継
続
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

⑤
国
の
補
助
事
業
の
有
効
活
用
（
需
給
変
動
調
整

事
業
）

【
魚
卵
製
品
】

①
需
要
動
向
に
沿
っ
た
製
品
処
理
配
分
の
推
進

（
塩
い
く
ら
…
維
持
、
醤
油
い
く
ら
…
拡
大
）

②
消
費
の
安
定
・
拡
大
を
目
的
と
し
た
効
果
的
な

販
促
活
動
の
継
続

③
需
要
が
伸
長
し
て
い
る
回
転
寿
司
・
惣
菜
業
態

へ
の
販
売
強
化

（
３
）
輸
出
対
策

①
国
内
需
給
調
整
を
目
的
と
し
た
中
国
へ
の
一
定

量
の
原
料
（
ド
レ
ス
）
輸
出
継
続

②
中
国
以
外
の
原
料
輸
出
先
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
（
ベ
ト
ナ
ム
等
）

③
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
向
け
加
工
品
（
い
く
ら
、

定
塩
フ
ィ
レ
等
）
の
販
売
強
化
並
び
に
新
規
販

路
の
開
拓

（
4
）
そ
の
他

①
世
界
的
に
認
知
さ
れ
た
エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
取
得

に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
協
議
継
続

②
Ｅ
Ｕ
ー
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
等
の
輸
出
環
境
整
備
に
向

け
た
国
・
道
と
の
連
携
促
進

　
本
道
ほ
た
て
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ
こ
数

年
、
生
産
・
流
通
の
両
面
で
大
き
な
様
変
わ
り
を
み

せ
て
い
ま
す
。

　
生
産
面
で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
に
お
い
て
、
歩
留

の
変
動
幅
の
拡
大
に
よ
り
、
処
理
仕
向
け
が
多
様
化

傾
向
に
あ
る
一
方
、
噴
火
湾
地
区
で
は
ザ
ラ
ボ
ヤ
等

の
付
着
物
被
害
の
ほ
か
、
成
長
不
良
や
原
料
貝
の
輸

出
仕
向
増
大
に
よ
る
集
中
水
揚
げ
の
傾
向
か
ら
、
加

工
業
者
の
稼
働
不
足
等
が
顕
在
化
す
る
な
ど
地
区
別

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、流
通
面
で
は
、円
安
・
海
外
需
要
の
増
大
等

か
ら
輸
出
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
輸
出
主
導
型
流
通

が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
な
か
、国
内
市
場
は
縮
小
傾
向

が
続
い
て
い
る
た
め
、輸
出
に
係
る
リ
ス
ク
も
考
慮
し

た
な
か
で
、全
国
規
模
で
の
よ
り
一
層
の
実
需
回
復
を

見
据
え
た
販
売
戦
略
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
変
化
を
踏
ま
え
、
本
年
度
に
お

い
て
は
、
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
な
ら
び
に
関
係
行

政
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
安
定
し
た
生
産
及
び
流

通
体
制
の
構
築
に
向
け
た
課
題
解
決
へ
の
対
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
変
化
に
対
応
し
た
水
揚
げ
対
策

①
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区

ア
．
各
製
品
毎
の
流
通
見
通
し
に
基
づ
く
処
理

仕
向
け
実
現
に
向
け
た
漁
協
と
の
協
議
推
進

イ
．
広
域
流
通
に
よ
る
原
貝
処
理
能
力
の
向
上

（
ほ
た
て
加
工
場
の
従
業
員
高
齢
化・減
少
の

補
完
）

②
噴
火
湾
地
区

ア
．
水
揚
げ
平
準
化
に
向
け
た
新
た
な
加
工
・

流
通
形
態
の
提
案
に
基
づ
く
協
議
実
施

（
２
）
市
場
拡
大
に
向
け
た
流
通
対
策

①
国
内
流
通
対
策

ア
．
地
区
別
・
業
態
別
需
要
調
査
に
基
づ
く
製

品
毎
の
販
売
促
進

イ
．
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
展
開
の
た
め
、中
食・回

転
寿
司
業
態
へ
の
生
鮮
ほ
た
て
の
提
案
強
化

②
輸
出
拡
大
対
策

【
輸
出
環
境
整
備
の
促
進
】

ア
．
道
・
ほ
た
て
流
通
食
品
協
会
と
の
連
携
に

よ
る
貝
毒
管
理
の
徹
底
（
安
全
期
と
貝
毒
発

生
期
区
分
管
理
の
徹
底
と
啓
蒙
）

【
輸
出
販
売
戦
略
の
強
化
】

ア
．
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な

商
品
形
態
で
の
末
端
販
路
の
拡
大

　（
玉
冷
・
冷
凍
ボ
イ
ル
・
片
貝
冷
凍
・
活
貝
等
）

イ
．
主
要
輸
出
相
手
国
に
お
け
る
試
食
会
の
開

催
等
に
よ
る
効
果
的
な
販
促
活
動
の
実
施

ウ
．
海
外
に
お
け
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の

販
路
拡
大

（
３
）
乾
貝
柱
の
流
通
対
策

①
香
港
以
外
の
華
僑
市
場
へ
の
取
り
組
み
強
化

ア
．
米
国
の
華
僑
市
場
へ
の
販
路
拡
大

イ
．
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
直
接
輸
出
体
制
の
構
築

②
内
販
末
端
需
要
の
拡
大

ア
．
外
食
・
中
食
業
態
と
の
共
同
販
促
に
向
け

た
取
り
組
み

③
品
質
の
均
一
化
及
び
品
質
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

ア
．
品
質
均
一
化
と
選
別
作
業
の
効
率
化
に
向

２
．
本
会
取
扱
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
向
上

の
取
り
組
み

（
１
）
取
扱
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
見
直
し
と
再
徹
底

（
２
）
異
物
混
入
を
含
め
た
重
大
事
故
・
商
品
苦
情

等
に
対
す
る
危
機
管
理
体
制
の
強
化

（
３
）
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
※
へ
の
取
り
組
み
の

継
続
指
導
及
び
徹
底

（
４
）
商
品
表
示
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み

※
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
は

　
食
品
へ
の
意
図
的
な
異
物
の
混
入
を
防
止
す
る
取
り
組
み
。原
料

調
達
か
ら
販
売
ま
で
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
、人
為
的
に
毒
物

な
ど
が
混
入
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
も
の
。

　３
．
全
道
漁
協
職
員
向
け
衛
生
管
理
の
継
続
実
施

（
１
）
全
道
ブ
ロ
ッ
ク
別
一
般
職
員
向
け
衛
生
管
理

研
修
会
の
開
催
（
各
産
地
支
店
）

（
２
）
漁
協
工
場
の
衛
生
管
理
高
度
化
に
向
け
た
工

場
担
当
者
集
合
研
修
会
の
開
催
（
札
幌
）

　
水
産
物
の
国
内
消
費
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
消

費
者
の
魚
離
れ
が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
世
界
的
な
水
産
物
需
要
は
拡
大
傾
向
に
あ

り
、
国
内
向
け
水
産
物
と
の
二
極
化
が
顕
著
と
な
っ

て
い
ま
す
。

け
た
生
産
組
合
と
の
協
議

イ
．
金
属
探
知
機
の
導
入
等
、
異
物
混
入
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
と
啓
蒙

　
昨
年
の
北
海
道
産
昆
布
の
生
産
量
は
１
８
、
０
０

０
ト
ン
台
と
過
去
最
低
を
記
録
し
た
平
成
25
年
度
の

１
４
、
９
３
１
ト
ン
か
ら
回
復
し
た
も
の
の
、
中
期

的
に
減
産
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
の
生
産

回
復
対
策
事
業
を
通
じ
、
引
き
続
き
人
工
的
種
苗
投

入
実
証
試
験
事
業
の
実
施
等
、
各
種
生
産
振
興
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
食
生
活
の
変
化
か
ら
、
昆
布
の
消

費
量
は
全
般
的
に
漸
減
傾
向
に
あ
り
、
よ
り
効
果
的

な
需
要
回
復
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し
た

　  

生
産
振
興
対
策

①
人
工
的
種
苗
投
入
実
証
試
験
事
業
の
拡
充

ア
．
継
続
し
た
事
業
実
施
と
成
果
確
認

イ
．
実
用
化
に
向
け
た
改
良
と
地
区
に
適
合
し

た
手
法
の
模
索

②
雑
海
藻
駆
除
に
関
連
し
た
有
効
な
諸
施
策
の
取

り
組
み

ア
．
道
総
研
に
よ
る
研
究
の
進
捗
状
況
を
踏
ま

え
、
翌
年
度
へ
の
具
体
的
対
応
方
向
お
よ
び

諸
施
策
の
検
討
開
始

イ
．
雑
海
藻
駆
除
事
業
推
進
の
た
め
の
行
政
へ

の
支
援
要
望

③
昆
布
異
物
混
入
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

ア
．
産
地
毎
の
異
物
混
入
実
態
の
調
査
実
施
と

情
報
集
約
化

イ
．
調
査
内
容
の
デ
ー
タ
化
に
よ
る
、地
域
に
お

け
る
異
物
混
入
の
形
態
の
検
証
と
、対
応
検
討

ウ
．
関
係
業
界
団
体
と
共
同
に
よ
る
、
地
区
毎

の
意
見
交
換
会
等
を
通
じ
た
、
産
地
で
の
指

導
、
啓
蒙
活
動
を
実
施

エ
．
生
産
者
へ
の
異
物
混
入
実
態
の
提
示
等
、

意
識
向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
実
施

（
２
）
需
要
回
復
に
向
け
た
流
通
対
策

①
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
・
こ
ん
ぶ
消
費
拡

大
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
る
需
要
回
復
に
向
け

た
効
果
的
な
取
り
組
み
拡
充

ア
．
各
種
食
育
活
動
の
継
続
展
開

イ
．
健
康
志
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
継
続
実
施

ウ
．
調
理
師
専
門
学
校
生
徒
へ
の
昆
布
講
座
の
実
施

②
全
国
の
生
協
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
末
端

製
品
販
売
強
化

③
消
費
地
昆
布
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
ダ
シ
訴
求

事
業
の
模
索

④
欧
米
へ
の
輸
出
開
拓
に
向
け
た
模
索

（
３
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め

　
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
基
本
と
し
た
、日
昆
・

全
調
な
ら
び
に
輸
入
相
手
国
と
の
相
互
理
解
に
よ

る
秩
序
あ
る
輸
入
の
継
続
推
進

を
変
更
し
た「
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委

員
会
」の
開
催
回
数
の
増
大

イ
．
部
会
へ
の
出
席
回
数
の
増
大
に
よ
る
系
統
ブ
ラ

ン
ド
資
材
の
P
R
活
動
及
び
拡
販
活
動
の
強
化

ウ
．
組
合
窓
口
に
よ
る
資
材
取
り
ま
と
め
方
法
の

見
直
し（
取
り
ま
と
め
対
象
製
品
の
見
直
等
）

エ
．
ぎ
ょ
れ
ん
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
連
携
し

た
浜
廻
り
営
業
体
制
の
強
化

（
３
）
魚
函

①
安
定
的
な
再
生
原
料
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

（
組
合
や
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、
破
損
し
て
不

要
と
な
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
回
収
体
制

の
構
築
）

②
木
函
か
ら
エ
コ
コ
ン
テ
ナ
等
へ
の
転
換
を
提

案
。
流
通
数
量
増
に
よ
る
価
格
低
減
化
推
進

（
４
）
大
型
タ
ン
ク

①
既
存
の
補
助
事
業
有
効
活
用
に
向
け
た
取
り
組

み
（
国
産
水
産
物
流
通
促
進
事
業
）

②
道
内
で
の
有
効
活
用
可
能
な
新
規
補
助
事
業
実

現
に
向
け
た
要
請

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
本
道
漁
業
は
生
産
か

ら
加
工
・
流
通
・
消
費
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
浜
の
負
託
に
応
え
、

効
果
的
な
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
上
で
、
本

会
経
営
基
盤
の
強
化
は
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
た
め
本
年
度
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー
プ
全
体

の
総
合
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
再
構
築

を
図
る
と
と
も
に
、
関
連
会
社
を
含
め
た
事
業
の
再

編
整
備
を
行
う
な
ど
、
経
営
体
質
の
強
化
に
組
織
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー
プ
経
営
に
お
け
る
リ
ス

　
　 

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化

①
各
種
リ
ス
ク
（
債
権
・
在
庫
・
品
質
衛
生
等
）

へ
の
管
理
体
制
の
見
直
し
と
強
化

②
本
会
に
お
け
る
関
連
会
社
の
経
営
管
理
体
制
の

継
続
強
化

③
関
連
会
社
を
含
め
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
通

じ
た
職
員
の
育
成

④
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
規
程
類
の
体
系
的

再
整
備

（
２
）
経
営
基
盤
の
強
化

①
財
務
体
制
強
化
に
向
け
た
内
部
留
保
の
維
持
確
保

②
資
産
査
定
の
厳
格
化
に
よ
る
保
有
資
産
の
健
全

性
の
確
保

③
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
た
計
画
的
設
備
投
資
の

実
施

ア
．
生
産
体
制
の
強
化
に
向
け
た
直
営
工
場
の

老
朽
化
設
備
の
更
新

イ
．
共
有
燃
油
施
設
の
再
編
計
画
に
基
づ
く
整
備

ウ
．
老
朽
化
し
た
事
務
所・住
宅
の
段
階
的
な
整
備

（
３
）
関
連
会
社
を
含
め
た
事
業
再
編
の
推
進

①
ぎ
ょ
れ
ん
総
合
食
品
の
工
場
増
築
後
の
生
産
稼

働
体
制
の
確
立

②
ぎ
ょ
れ
ん
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
の
機
能
向
上
と
安
定

稼
働
の
実
現

③
ぎ
ょ
れ
ん
販
売
を
核
と
し
た
通
販
・
ギ
フ
ト
事

業
の
強
化

④
ぎ
ょ
れ
ん
室
蘭
食
品
年
内
事
業
停
止
に
向
け
た

諸
対
応

⑤
事
業
再
編
に
対
応
し
た
生
産
設
備
の
見
直
し
に

よ
る
計
画
的
推
進

（
４
）
人
材
育
成
の
強
化

①
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
教
育
研
修
の
継
続

②
業
務
内
容
の
変
化
と
業
務
効
率
化
を
踏
ま
え
、

関
連
会
社
を
含
め
た
本
会
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の

人
材
適
正
配
置
の
推
進

（
５
）
C
S
R
活
動
の
実
践

①
法
務
機
能
の
強
化
と
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法

令
遵
守
）
経
営
体
制
の
推
進

②
認
証
取
得
し
た
I
S
O
1
4
0
0
1
に
連
動
す

る
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
継
続

【
海
外
事
業
】

①
海
外
で
の
水
産
物
需
要
の
安
定
化
に
向
け
た
国
毎

の
特
性
を
捉
え
た
効
果
的
な
宣
伝
活
動
の
推
進

②
来
道
す
る
外
国
人
観
光
客
向
け
道
産
水
産
物
の

料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
普
及
と
対
象
国
で
の
売
り
場

の
確
保
に
よ
る
需
要
拡
大

【
鮮
魚
対
策
事
業
】

・「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」（
本
会
・

北
海
道
・
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
・
札
幌
市
場

荷
受
け
２
社
で
構
成
）
等
に
よ
る
道
産
水
産
物

の
地
産
地
消
・
魚
食
普
及
の
強
化

（
２
）
食
育
事
業

①
全
国
の
調
理
師
学
校
等
で
の
道
産
水
産
物
の
普

及
活
動
の
事
業
継
続
お
よ
び
保
育
士
・
栄
養
士

等
の
育
成
教
育
機
関
で
の
新
た
な
展
開

②
次
世
代
の
消
費
者
で
あ
る
園
児
、
小
学
生
及
び

そ
の
母
親
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
食
育
活

動
の
拡
大
（
昆
布
）

③
各
種
料
理
教
室
で
の
道
産
水
産
物
の
優
位
性
・

栄
養
面
の
訴
求
の
強
化

④
食
育
関
連
補
助
事
業
の
積
極
活
用
に
よ
る
事
業

規
模
の
拡
大
実
施

（
３
）
広
報
活
動

①
広
報
「
な
み
ま
る
く
ん
」
を
通
じ
た
全
道
漁
業

者
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

②
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
会
員
な
ら
び
に
一

般
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
と
内
容
の
充
実

　
長
期
に
わ
た
り
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
た
原
油
価

格
も
、
昨
年
夏
以
降
大
き
く
価
格
水
準
を
戻
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
漁
業
用
燃
油
及
び
石
油
化
学
製
品
を
原
料
と

す
る
漁
業
資
材
全
般
に
つ
い
て
の
今
後
の
価
格
動
向

は
極
め
て
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
漁
業
経
営
の
安
定
化
の
た
め
に
は
、
適
正
価
格
の

設
定
と
コ
ス
ト
削
減
対
策
は
引
き
続
き
重
要
課
題
で

す
。

　
購
買
事
業
で
は
こ
れ
ま
で
、
系
統
燃
油
価
格
改
定

打
ち
出
し
に
よ
る
適
正
な
燃
油
価
格
設
定
と
、
燃
油

取
扱
の
系
統
集
中
と
会
員
と
の
燃
油
タ
ン
ク
施
設
の

整
備
に
よ
る
燃
油
価
格
の
低
減
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、良
質
廉
価
な
「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
」
の
開
発
・

普
及
拡
大
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
価
格
の
打

ち
出
し
と
漁
業
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
も
会
員
と
連
携
し
、
漁
協
系
統

購
買
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
１
）
石
油
製
品

①
高
い
系
統
利
用
率
を
背
景
と
し
た
漁
協
系
統
仕

入
力
の
強
化

ア
．
本
会
利
用
率
の
更
な
る
向
上
・
維
持
に
向

け
た
取
り
組
み

イ
．
全
漁
連
利
用
率
向
上
を
通
じ
た
全
漁
連
の

元
売
り
に
対
す
る
発
言
力
強
化
、
仕
入
機
能

強
化
に
向
け
た
支
援

②
共
有
燃
油
施
設
再
編
整
備
計
画
の
計
画
的
推
進

ア
．
既
存
施
設
の
保
全
（
開
放
検
査
の
実
施
、

定
期
的
塗
装
）

イ
．浜
需
要
に
応
じ
た
施
設
規
模
へ
の
建
替
え
・

油
種
転
換
（
Ａ
重
油
↓
軽
油
）・
集
約
（
廃
止
・

休
止
含
む
）

ウ
．
消
防
法
対
応
（
地
下
タ
ン
ク
使
用
期
限
等

へ
の
対
応
）

③
系
統
燃
油
施
設
管
理
体
制
の
強
化

ア
．
施
設
管
理
者
研
修
会
の
定
期
開
催

イ
．
定
期
自
主
点
検
の
継
続

（
２
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

①
タ
イ
ナ
イ
ロ
ン
網
の
拡
販

ア
．
各
地
区
の
刺
網
需
要
の
再
調
査
に
よ
る
、

大
口
需
要
地
区
の
重
点
的
営
業
の
実
施

イ
．
漁
協
職
員
の
現
地
工
場
視
察
研
修
の
再
開

に
よ
る
認
知
度
向
上（
3
カ
年
計
画
の
2
年
目
）

ウ
．
試
験
網
の
無
償
提
供
に
よ
る
モ
ニ
タ
ー
数

を
増
や
す
P
R
活
動
の
実
施

エ
．
仕
立
場
の
保
有
化
検
討
に
向
け
た
調
査
の

実
施

オ
．
利
用
実
績
の
多
い
地
区
の
漁
業
者
を
対
象

と
し
た
製
造
工
場
視
察（
バ
ン
コ
ク
）の
検
討

②
ベ
ト
ナ
ム
養
殖
籠
の
新
規
仕
様
開
発
及
び
生
産

能
力
の
向
上

ア
．
ベ
ト
ナ
ム
単
独
で
全
道
展
開
で
き
る
新
規

仕
様
の
開
発
及
び
生
産
規
模
の
拡
充

イ
．
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
行
う
た
め
の
補
完
工
場

の
模
索

③
事
業
推
進
活
動
の
強
化

ア
．
H
26
年
度
か
ら
漁
業
形
態
別
に
開
催
方
法

　
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
な
か
、
水
産
業
界
に
お
い
て
も
産
地
市
場
に
お
け

る
水
揚
げ
の
段
階
か
ら
加
工
・
流
通
分
野
に
至
る
ま

で
、
水
産
食
品
全
般
に
わ
た
る
品
質
衛
生
管
理
体
制

の
強
化
・
適
正
表
示
等
へ
の
的
確
な
対
応
が
一
段
と

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
水
産
物
流
通
の
起
点
と
な
る
産
地
市
場

の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
は
、
会
員
・
道
と
連
携
し
、

過
去
に
も
実
施
し
た
全
道
産
地
市
場
衛
生
管
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
に
向
け
た
取
り
組
み
を
再
開
し
、

組
織
を
挙
げ
て
道
産
水
産
物
の
安
全
性
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
取
扱
商
品
に
つ
い
て
も
製
造
工
場
に

対
す
る
品
質
衛
生
管
理
指
導
と
定
期
点
検
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
特
に
「
ぎ
ょ
れ
ん
ブ
ラ
ン
ド
製
品
」

に
つ
い
て
は
、
万
一
、
異
物
混
入
・
食
中
毒
等
の
重

大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
経
済
的
損
失
の
ほ
か
ブ

ラ
ン
ド
の
信
用
・
信
頼
の
失
墜
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、

品
質
・
衛
生
管
理
等
の
安
全
・
安
心
対
策
の
強
化
に

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　１
．
産
地
市
場
衛
生
管
理
の
高
度
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
再
開

（
１
）
産
地
市
場
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

た
点
検
と
改
善
指
導
の
実
施

（
２
）
産
地
市
場
に
お
け
る
ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ
導
入

に
関
す
る
指
導
の
推
進

（
３
）
地
区
ご
と
の
産
地
市
場
連
絡
協
議
会
を
通
じ

た
組
織
的
取
り
組
み

　
こ
の
た
め
、
国
内
に
お
い
て
は
関
連
団
体
と
と
も

に
売
り
場
の
確
保
お
よ
び
食
育
活
動
の
充
実
に
よ
る

需
要
の
底
上
げ
を
図
り
、
海
外
に
お
い
て
は
安
定
需

要
の
確
立
を
目
指
し
た
各
種
宣
伝
販
促
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
活
動
は
、
全
道
漁
業
者
及
び
一
般
消

費
者
と
本
会
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
媒
体
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業
展
開
を
図
り

ま
す
。

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業

【
国
内
事
業
】

①
道
産
水
産
物
の
売
り
場
確
保
に
向
け
た
、
対
象

魚
種
の
旬
や
栄
養
面
を
訴
求
し
た
効
果
的
な
宣

伝
活
動
の
推
進

②
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
簡
便

な
メ
ニ
ュ
ー
提
案
を
基
本
と
し
た
店
頭
販
促
活

動
の
推
進

③
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連
動
し
た
一
般
消
費
者

向
け
の
情
報
発
信
及
び
新
た
な
媒
体
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
端
末
・
駅
の
電
子
看
板
）

に
よ
る
宣
伝
普
及
活
動
の
拡
大

人工的種苗投入実証試験事業

食
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

宣
伝
販
促・食
育・広
報
事
業
に
つ
い
て

衛生管理マニュアル

 

３
．
昆
布

大手調味料メーカーと連携した
メニューを掲載した販促物

国
内
外
の
秋
鮭
需
要
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を

計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
生
鮮
対
策

①
生
鮮
消
費
の
拡
大
に
向
け
た
生
フ
ィ
レ
・
生
筋

子
の
販
売
強
化

②
旬
の
時
期
に
お
け
る
全
国
販
促
の
継
続
強
化

③
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
製
品
規
格
（
ウ
ロ

コ
・
カ
マ
取
り
）
へ
の
対
応
推
進

（
2
）
国
内
対
策

【
親
製
品
】

①
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
冷
凍
フ
ィ
レ
・
定

塩
フ
ィ
レ
の
販
売
強
化

②
消
費
の
安
定
・
拡
大
を
目
的
と
し
た
効
果
的
な

販
促
活
動
の
継
続

③
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た「
生
食
商
品
」「
簡
便

調
理
品
」等
の
商
品
開
発
の
継
続
と
販
路
の
確
立

④
国
内
販
路
拡
大
に
向
け
た
冷
凍
フ
ィ
レ
海
外
委

託
加
工
の
継
続

ほたて水揚げと平均浜値推移
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特集 平成27年度ぎょれん事業計画 －後編－

　
昨
年
度
の
秋
鮭
の
道
内
水
揚
は
、
漁
期
中
盤
以
降

の
水
揚
が
低
調
に
推
移
し
、
平
成
25
年
度
を
下
回
る

10
万
６
千
ト
ン
と
な
っ
た
も
の
の
、
浜
値
は
製
品
の

消
流
環
境
か
ら
４
４
６
円
／
㎏
と
近
年
の
高
水
準
を

維
持
し
ま
し
た
。

　
秋
鮭
の
消
流
は
、
親
製
品
に
つ
い
て
は
、
輸
入
鮭

鱒
が
高
値
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
国
内
に

お
い
て
順
調
に
消
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、

高
値
供
給
に
よ
る
消
費
の
低
迷
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

輸
出
は
、
本
会
と
し
て
国
内
需
給
調
整
等
を
目
的
に

一
定
量
の
搬
出
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
漁
期
終
了
後

に
ロ
シ
ア
物
が
ル
ー
ブ
ル
安
の
影
響
に
よ
り
中
国
へ

安
値
供
給
さ
れ
た
た
め
、
今
後
、
道
産
品
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
魚
卵
製
品
に
つ
い
て
は
、
需
要
が
縮
小
傾
向
の
な

か
、
製
品
価
格
が
若
干
の
修
正
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
供
給
量
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
消
費

動
向
に
よ
っ
て
は
、
新
漁
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
年
、
道
産
秋
鮭
は
水
揚
の
減
少
に
伴
っ
て
浜
値

が
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
世
界
の
鮭
鱒
供
給
量

は
３
０
０
万
ト
ン
を
超
え
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、
道
産
秋
鮭
の

消
流
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
動
向
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
魚
価
・
消
流
の

安
定
を
図
る
た
め
、
秋
鮭
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

を
的
確
に
捉
え
た
な
か
で
、
秋
鮭
流
通
対
策
協
議
会

と
連
携
し
た
施
策
の
継
続
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

⑤
国
の
補
助
事
業
の
有
効
活
用
（
需
給
変
動
調
整

事
業
）

【
魚
卵
製
品
】

①
需
要
動
向
に
沿
っ
た
製
品
処
理
配
分
の
推
進

（
塩
い
く
ら
…
維
持
、
醤
油
い
く
ら
…
拡
大
）

②
消
費
の
安
定
・
拡
大
を
目
的
と
し
た
効
果
的
な

販
促
活
動
の
継
続

③
需
要
が
伸
長
し
て
い
る
回
転
寿
司
・
惣
菜
業
態

へ
の
販
売
強
化

（
３
）
輸
出
対
策

①
国
内
需
給
調
整
を
目
的
と
し
た
中
国
へ
の
一
定

量
の
原
料
（
ド
レ
ス
）
輸
出
継
続

②
中
国
以
外
の
原
料
輸
出
先
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
（
ベ
ト
ナ
ム
等
）

③
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
向
け
加
工
品
（
い
く
ら
、

定
塩
フ
ィ
レ
等
）
の
販
売
強
化
並
び
に
新
規
販

路
の
開
拓

（
4
）
そ
の
他

①
世
界
的
に
認
知
さ
れ
た
エ
コ
ラ
ベ
ル
認
証
取
得

に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
協
議
継
続

②
Ｅ
Ｕ
ー
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
等
の
輸
出
環
境
整
備
に
向

け
た
国
・
道
と
の
連
携
促
進

　
本
道
ほ
た
て
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ
こ
数

年
、
生
産
・
流
通
の
両
面
で
大
き
な
様
変
わ
り
を
み

せ
て
い
ま
す
。

　
生
産
面
で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
に
お
い
て
、
歩
留

の
変
動
幅
の
拡
大
に
よ
り
、
処
理
仕
向
け
が
多
様
化

傾
向
に
あ
る
一
方
、
噴
火
湾
地
区
で
は
ザ
ラ
ボ
ヤ
等

の
付
着
物
被
害
の
ほ
か
、
成
長
不
良
や
原
料
貝
の
輸

出
仕
向
増
大
に
よ
る
集
中
水
揚
げ
の
傾
向
か
ら
、
加

工
業
者
の
稼
働
不
足
等
が
顕
在
化
す
る
な
ど
地
区
別

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、流
通
面
で
は
、円
安
・
海
外
需
要
の
増
大
等

か
ら
輸
出
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
輸
出
主
導
型
流
通

が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
な
か
、国
内
市
場
は
縮
小
傾
向

が
続
い
て
い
る
た
め
、輸
出
に
係
る
リ
ス
ク
も
考
慮
し

た
な
か
で
、全
国
規
模
で
の
よ
り
一
層
の
実
需
回
復
を

見
据
え
た
販
売
戦
略
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
変
化
を
踏
ま
え
、
本
年
度
に
お

い
て
は
、
ほ
た
て
漁
業
振
興
協
会
な
ら
び
に
関
係
行

政
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
安
定
し
た
生
産
及
び
流

通
体
制
の
構
築
に
向
け
た
課
題
解
決
へ
の
対
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
変
化
に
対
応
し
た
水
揚
げ
対
策

①
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区

ア
．
各
製
品
毎
の
流
通
見
通
し
に
基
づ
く
処
理

仕
向
け
実
現
に
向
け
た
漁
協
と
の
協
議
推
進

イ
．
広
域
流
通
に
よ
る
原
貝
処
理
能
力
の
向
上

（
ほ
た
て
加
工
場
の
従
業
員
高
齢
化・減
少
の

補
完
）

②
噴
火
湾
地
区

ア
．
水
揚
げ
平
準
化
に
向
け
た
新
た
な
加
工
・

流
通
形
態
の
提
案
に
基
づ
く
協
議
実
施

（
２
）
市
場
拡
大
に
向
け
た
流
通
対
策

①
国
内
流
通
対
策

ア
．
地
区
別
・
業
態
別
需
要
調
査
に
基
づ
く
製

品
毎
の
販
売
促
進

イ
．
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
展
開
の
た
め
、中
食・回

転
寿
司
業
態
へ
の
生
鮮
ほ
た
て
の
提
案
強
化

②
輸
出
拡
大
対
策

【
輸
出
環
境
整
備
の
促
進
】

ア
．
道
・
ほ
た
て
流
通
食
品
協
会
と
の
連
携
に

よ
る
貝
毒
管
理
の
徹
底
（
安
全
期
と
貝
毒
発

生
期
区
分
管
理
の
徹
底
と
啓
蒙
）

【
輸
出
販
売
戦
略
の
強
化
】

ア
．
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な

商
品
形
態
で
の
末
端
販
路
の
拡
大

　（
玉
冷
・
冷
凍
ボ
イ
ル
・
片
貝
冷
凍
・
活
貝
等
）

イ
．
主
要
輸
出
相
手
国
に
お
け
る
試
食
会
の
開

催
等
に
よ
る
効
果
的
な
販
促
活
動
の
実
施

ウ
．
海
外
に
お
け
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の

販
路
拡
大

（
３
）
乾
貝
柱
の
流
通
対
策

①
香
港
以
外
の
華
僑
市
場
へ
の
取
り
組
み
強
化

ア
．
米
国
の
華
僑
市
場
へ
の
販
路
拡
大

イ
．
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
直
接
輸
出
体
制
の
構
築

②
内
販
末
端
需
要
の
拡
大

ア
．
外
食
・
中
食
業
態
と
の
共
同
販
促
に
向
け

た
取
り
組
み

③
品
質
の
均
一
化
及
び
品
質
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

ア
．
品
質
均
一
化
と
選
別
作
業
の
効
率
化
に
向

２
．
本
会
取
扱
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
レ
ベ
ル
向
上

の
取
り
組
み

（
１
）
取
扱
商
品
の
品
質
・
衛
生
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
見
直
し
と
再
徹
底

（
２
）
異
物
混
入
を
含
め
た
重
大
事
故
・
商
品
苦
情

等
に
対
す
る
危
機
管
理
体
制
の
強
化

（
３
）
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
※
へ
の
取
り
組
み
の

継
続
指
導
及
び
徹
底

（
４
）
商
品
表
示
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み

※
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
と
は

　
食
品
へ
の
意
図
的
な
異
物
の
混
入
を
防
止
す
る
取
り
組
み
。原
料

調
達
か
ら
販
売
ま
で
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
、人
為
的
に
毒
物

な
ど
が
混
入
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
も
の
。

　３
．
全
道
漁
協
職
員
向
け
衛
生
管
理
の
継
続
実
施

（
１
）
全
道
ブ
ロ
ッ
ク
別
一
般
職
員
向
け
衛
生
管
理

研
修
会
の
開
催
（
各
産
地
支
店
）

（
２
）
漁
協
工
場
の
衛
生
管
理
高
度
化
に
向
け
た
工

場
担
当
者
集
合
研
修
会
の
開
催
（
札
幌
）

　
水
産
物
の
国
内
消
費
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
消

費
者
の
魚
離
れ
が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
世
界
的
な
水
産
物
需
要
は
拡
大
傾
向
に
あ

り
、
国
内
向
け
水
産
物
と
の
二
極
化
が
顕
著
と
な
っ

て
い
ま
す
。

け
た
生
産
組
合
と
の
協
議

イ
．
金
属
探
知
機
の
導
入
等
、
異
物
混
入
防
止

に
向
け
た
取
り
組
み
と
啓
蒙

　
昨
年
の
北
海
道
産
昆
布
の
生
産
量
は
１
８
、
０
０

０
ト
ン
台
と
過
去
最
低
を
記
録
し
た
平
成
25
年
度
の

１
４
、
９
３
１
ト
ン
か
ら
回
復
し
た
も
の
の
、
中
期

的
に
減
産
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
の
生
産

回
復
対
策
事
業
を
通
じ
、
引
き
続
き
人
工
的
種
苗
投

入
実
証
試
験
事
業
の
実
施
等
、
各
種
生
産
振
興
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
食
生
活
の
変
化
か
ら
、
昆
布
の
消

費
量
は
全
般
的
に
漸
減
傾
向
に
あ
り
、
よ
り
効
果
的

な
需
要
回
復
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
と
連
携
し
た

　  

生
産
振
興
対
策

①
人
工
的
種
苗
投
入
実
証
試
験
事
業
の
拡
充

ア
．
継
続
し
た
事
業
実
施
と
成
果
確
認

イ
．
実
用
化
に
向
け
た
改
良
と
地
区
に
適
合
し

た
手
法
の
模
索

②
雑
海
藻
駆
除
に
関
連
し
た
有
効
な
諸
施
策
の
取

り
組
み

ア
．
道
総
研
に
よ
る
研
究
の
進
捗
状
況
を
踏
ま

え
、
翌
年
度
へ
の
具
体
的
対
応
方
向
お
よ
び

諸
施
策
の
検
討
開
始

イ
．
雑
海
藻
駆
除
事
業
推
進
の
た
め
の
行
政
へ

の
支
援
要
望

③
昆
布
異
物
混
入
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開

ア
．
産
地
毎
の
異
物
混
入
実
態
の
調
査
実
施
と

情
報
集
約
化

イ
．
調
査
内
容
の
デ
ー
タ
化
に
よ
る
、地
域
に
お

け
る
異
物
混
入
の
形
態
の
検
証
と
、対
応
検
討

ウ
．
関
係
業
界
団
体
と
共
同
に
よ
る
、
地
区
毎

の
意
見
交
換
会
等
を
通
じ
た
、
産
地
で
の
指

導
、
啓
蒙
活
動
を
実
施

エ
．
生
産
者
へ
の
異
物
混
入
実
態
の
提
示
等
、

意
識
向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
実
施

（
２
）
需
要
回
復
に
向
け
た
流
通
対
策

①
北
海
道
昆
布
漁
業
振
興
協
会
・
こ
ん
ぶ
消
費
拡

大
協
議
会
と
の
連
携
に
よ
る
需
要
回
復
に
向
け

た
効
果
的
な
取
り
組
み
拡
充

ア
．
各
種
食
育
活
動
の
継
続
展
開

イ
．
健
康
志
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
継
続
実
施

ウ
．
調
理
師
専
門
学
校
生
徒
へ
の
昆
布
講
座
の
実
施

②
全
国
の
生
協
等
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
末
端

製
品
販
売
強
化

③
消
費
地
昆
布
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
ダ
シ
訴
求

事
業
の
模
索

④
欧
米
へ
の
輸
出
開
拓
に
向
け
た
模
索

（
３
）
秩
序
あ
る
輸
入
昆
布
の
取
り
進
め

　
道
産
昆
布
の
安
定
流
通
を
基
本
と
し
た
、日
昆
・

全
調
な
ら
び
に
輸
入
相
手
国
と
の
相
互
理
解
に
よ

る
秩
序
あ
る
輸
入
の
継
続
推
進

を
変
更
し
た「
ブ
ラ
ン
ド
資
材
評
価
推
進
委

員
会
」の
開
催
回
数
の
増
大

イ
．
部
会
へ
の
出
席
回
数
の
増
大
に
よ
る
系
統
ブ
ラ

ン
ド
資
材
の
P
R
活
動
及
び
拡
販
活
動
の
強
化

ウ
．
組
合
窓
口
に
よ
る
資
材
取
り
ま
と
め
方
法
の

見
直
し（
取
り
ま
と
め
対
象
製
品
の
見
直
等
）

エ
．
ぎ
ょ
れ
ん
マ
リ
ノ
サ
ポ
ー
ト
㈱
と
連
携
し

た
浜
廻
り
営
業
体
制
の
強
化

（
３
）
魚
函

①
安
定
的
な
再
生
原
料
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

（
組
合
や
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、
破
損
し
て
不

要
と
な
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
回
収
体
制

の
構
築
）

②
木
函
か
ら
エ
コ
コ
ン
テ
ナ
等
へ
の
転
換
を
提

案
。
流
通
数
量
増
に
よ
る
価
格
低
減
化
推
進

（
４
）
大
型
タ
ン
ク

①
既
存
の
補
助
事
業
有
効
活
用
に
向
け
た
取
り
組

み
（
国
産
水
産
物
流
通
促
進
事
業
）

②
道
内
で
の
有
効
活
用
可
能
な
新
規
補
助
事
業
実

現
に
向
け
た
要
請

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
本
道
漁
業
は
生
産
か

ら
加
工
・
流
通
・
消
費
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
取
り
巻

く
環
境
が
大
き
な
変
化
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
浜
の
負
託
に
応
え
、

効
果
的
な
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
上
で
、
本

会
経
営
基
盤
の
強
化
は
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
た
め
本
年
度
は
、
ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー
プ
全
体

の
総
合
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
再
構
築

を
図
る
と
と
も
に
、
関
連
会
社
を
含
め
た
事
業
の
再

編
整
備
を
行
う
な
ど
、
経
営
体
質
の
強
化
に
組
織
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
１
）
ぎ
ょ
れ
ん
グ
ル
ー
プ
経
営
に
お
け
る
リ
ス

　
　 

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化

①
各
種
リ
ス
ク
（
債
権
・
在
庫
・
品
質
衛
生
等
）

へ
の
管
理
体
制
の
見
直
し
と
強
化

②
本
会
に
お
け
る
関
連
会
社
の
経
営
管
理
体
制
の

継
続
強
化

③
関
連
会
社
を
含
め
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
通

じ
た
職
員
の
育
成

④
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
規
程
類
の
体
系
的

再
整
備

（
２
）
経
営
基
盤
の
強
化

①
財
務
体
制
強
化
に
向
け
た
内
部
留
保
の
維
持
確
保

②
資
産
査
定
の
厳
格
化
に
よ
る
保
有
資
産
の
健
全

性
の
確
保

③
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
た
計
画
的
設
備
投
資
の

実
施

ア
．
生
産
体
制
の
強
化
に
向
け
た
直
営
工
場
の

老
朽
化
設
備
の
更
新

イ
．
共
有
燃
油
施
設
の
再
編
計
画
に
基
づ
く
整
備

ウ
．
老
朽
化
し
た
事
務
所・住
宅
の
段
階
的
な
整
備

（
３
）
関
連
会
社
を
含
め
た
事
業
再
編
の
推
進

①
ぎ
ょ
れ
ん
総
合
食
品
の
工
場
増
築
後
の
生
産
稼

働
体
制
の
確
立

②
ぎ
ょ
れ
ん
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
の
機
能
向
上
と
安
定

稼
働
の
実
現

③
ぎ
ょ
れ
ん
販
売
を
核
と
し
た
通
販
・
ギ
フ
ト
事

業
の
強
化

④
ぎ
ょ
れ
ん
室
蘭
食
品
年
内
事
業
停
止
に
向
け
た

諸
対
応

⑤
事
業
再
編
に
対
応
し
た
生
産
設
備
の
見
直
し
に

よ
る
計
画
的
推
進

（
４
）
人
材
育
成
の
強
化

①
人
材
育
成
計
画
に
基
づ
く
教
育
研
修
の
継
続

②
業
務
内
容
の
変
化
と
業
務
効
率
化
を
踏
ま
え
、

関
連
会
社
を
含
め
た
本
会
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の

人
材
適
正
配
置
の
推
進

（
５
）
C
S
R
活
動
の
実
践

①
法
務
機
能
の
強
化
と
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法

令
遵
守
）
経
営
体
制
の
推
進

②
認
証
取
得
し
た
I
S
O
1
4
0
0
1
に
連
動
す

る
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
継
続

【
海
外
事
業
】

①
海
外
で
の
水
産
物
需
要
の
安
定
化
に
向
け
た
国
毎

の
特
性
を
捉
え
た
効
果
的
な
宣
伝
活
動
の
推
進

②
来
道
す
る
外
国
人
観
光
客
向
け
道
産
水
産
物
の

料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
普
及
と
対
象
国
で
の
売
り
場

の
確
保
に
よ
る
需
要
拡
大

【
鮮
魚
対
策
事
業
】

・「
道
産
水
産
物
流
通
安
定
対
策
協
議
会
」（
本
会
・

北
海
道
・
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
・
札
幌
市
場

荷
受
け
２
社
で
構
成
）
等
に
よ
る
道
産
水
産
物

の
地
産
地
消
・
魚
食
普
及
の
強
化

（
２
）
食
育
事
業

①
全
国
の
調
理
師
学
校
等
で
の
道
産
水
産
物
の
普

及
活
動
の
事
業
継
続
お
よ
び
保
育
士
・
栄
養
士

等
の
育
成
教
育
機
関
で
の
新
た
な
展
開

②
次
世
代
の
消
費
者
で
あ
る
園
児
、
小
学
生
及
び

そ
の
母
親
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
食
育
活

動
の
拡
大
（
昆
布
）

③
各
種
料
理
教
室
で
の
道
産
水
産
物
の
優
位
性
・

栄
養
面
の
訴
求
の
強
化

④
食
育
関
連
補
助
事
業
の
積
極
活
用
に
よ
る
事
業

規
模
の
拡
大
実
施

（
３
）
広
報
活
動

①
広
報
「
な
み
ま
る
く
ん
」
を
通
じ
た
全
道
漁
業

者
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

②
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
会
員
な
ら
び
に
一

般
消
費
者
へ
の
情
報
発
信
と
内
容
の
充
実

　
長
期
に
わ
た
り
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
た
原
油
価

格
も
、
昨
年
夏
以
降
大
き
く
価
格
水
準
を
戻
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
漁
業
用
燃
油
及
び
石
油
化
学
製
品
を
原
料
と

す
る
漁
業
資
材
全
般
に
つ
い
て
の
今
後
の
価
格
動
向

は
極
め
て
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
漁
業
経
営
の
安
定
化
の
た
め
に
は
、
適
正
価
格
の

設
定
と
コ
ス
ト
削
減
対
策
は
引
き
続
き
重
要
課
題
で

す
。

　
購
買
事
業
で
は
こ
れ
ま
で
、
系
統
燃
油
価
格
改
定

打
ち
出
し
に
よ
る
適
正
な
燃
油
価
格
設
定
と
、
燃
油

取
扱
の
系
統
集
中
と
会
員
と
の
燃
油
タ
ン
ク
施
設
の

整
備
に
よ
る
燃
油
価
格
の
低
減
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、良
質
廉
価
な
「
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
」
の
開
発
・

普
及
拡
大
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
価
格
の
打

ち
出
し
と
漁
業
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
も
会
員
と
連
携
し
、
漁
協
系
統

購
買
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

（
１
）
石
油
製
品

①
高
い
系
統
利
用
率
を
背
景
と
し
た
漁
協
系
統
仕

入
力
の
強
化

ア
．
本
会
利
用
率
の
更
な
る
向
上
・
維
持
に
向

け
た
取
り
組
み

イ
．
全
漁
連
利
用
率
向
上
を
通
じ
た
全
漁
連
の

元
売
り
に
対
す
る
発
言
力
強
化
、
仕
入
機
能

強
化
に
向
け
た
支
援

②
共
有
燃
油
施
設
再
編
整
備
計
画
の
計
画
的
推
進

ア
．
既
存
施
設
の
保
全
（
開
放
検
査
の
実
施
、

定
期
的
塗
装
）

イ
．浜
需
要
に
応
じ
た
施
設
規
模
へ
の
建
替
え
・

油
種
転
換
（
Ａ
重
油
↓
軽
油
）・
集
約
（
廃
止
・

休
止
含
む
）

ウ
．
消
防
法
対
応
（
地
下
タ
ン
ク
使
用
期
限
等

へ
の
対
応
）

③
系
統
燃
油
施
設
管
理
体
制
の
強
化

ア
．
施
設
管
理
者
研
修
会
の
定
期
開
催

イ
．
定
期
自
主
点
検
の
継
続

（
２
）
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材

①
タ
イ
ナ
イ
ロ
ン
網
の
拡
販

ア
．
各
地
区
の
刺
網
需
要
の
再
調
査
に
よ
る
、

大
口
需
要
地
区
の
重
点
的
営
業
の
実
施

イ
．
漁
協
職
員
の
現
地
工
場
視
察
研
修
の
再
開

に
よ
る
認
知
度
向
上（
3
カ
年
計
画
の
2
年
目
）

ウ
．
試
験
網
の
無
償
提
供
に
よ
る
モ
ニ
タ
ー
数

を
増
や
す
P
R
活
動
の
実
施

エ
．
仕
立
場
の
保
有
化
検
討
に
向
け
た
調
査
の

実
施

オ
．
利
用
実
績
の
多
い
地
区
の
漁
業
者
を
対
象

と
し
た
製
造
工
場
視
察（
バ
ン
コ
ク
）の
検
討

②
ベ
ト
ナ
ム
養
殖
籠
の
新
規
仕
様
開
発
及
び
生
産

能
力
の
向
上

ア
．
ベ
ト
ナ
ム
単
独
で
全
道
展
開
で
き
る
新
規

仕
様
の
開
発
及
び
生
産
規
模
の
拡
充

イ
．
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
行
う
た
め
の
補
完
工
場

の
模
索

③
事
業
推
進
活
動
の
強
化

ア
．
H
26
年
度
か
ら
漁
業
形
態
別
に
開
催
方
法

　
消
費
者
の
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
な
か
、
水
産
業
界
に
お
い
て
も
産
地
市
場
に
お
け

る
水
揚
げ
の
段
階
か
ら
加
工
・
流
通
分
野
に
至
る
ま

で
、
水
産
食
品
全
般
に
わ
た
る
品
質
衛
生
管
理
体
制

の
強
化
・
適
正
表
示
等
へ
の
的
確
な
対
応
が
一
段
と

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
水
産
物
流
通
の
起
点
と
な
る
産
地
市
場

の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
は
、
会
員
・
道
と
連
携
し
、

過
去
に
も
実
施
し
た
全
道
産
地
市
場
衛
生
管
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
徹
底
に
向
け
た
取
り
組
み
を
再
開
し
、

組
織
を
挙
げ
て
道
産
水
産
物
の
安
全
性
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
取
扱
商
品
に
つ
い
て
も
製
造
工
場
に

対
す
る
品
質
衛
生
管
理
指
導
と
定
期
点
検
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
特
に
「
ぎ
ょ
れ
ん
ブ
ラ
ン
ド
製
品
」

に
つ
い
て
は
、
万
一
、
異
物
混
入
・
食
中
毒
等
の
重

大
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
経
済
的
損
失
の
ほ
か
ブ

ラ
ン
ド
の
信
用
・
信
頼
の
失
墜
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、

品
質
・
衛
生
管
理
等
の
安
全
・
安
心
対
策
の
強
化
に

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　１
．
産
地
市
場
衛
生
管
理
の
高
度
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
再
開

（
１
）
産
地
市
場
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

た
点
検
と
改
善
指
導
の
実
施

（
２
）
産
地
市
場
に
お
け
る
ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ
導
入

に
関
す
る
指
導
の
推
進

（
３
）
地
区
ご
と
の
産
地
市
場
連
絡
協
議
会
を
通
じ

た
組
織
的
取
り
組
み

　
こ
の
た
め
、
国
内
に
お
い
て
は
関
連
団
体
と
と
も

に
売
り
場
の
確
保
お
よ
び
食
育
活
動
の
充
実
に
よ
る

需
要
の
底
上
げ
を
図
り
、
海
外
に
お
い
て
は
安
定
需

要
の
確
立
を
目
指
し
た
各
種
宣
伝
販
促
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
活
動
は
、
全
道
漁
業
者
及
び
一
般
消

費
者
と
本
会
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
媒
体
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業
展
開
を
図
り

ま
す
。

（
１
）
宣
伝
・
販
促
事
業

【
国
内
事
業
】

①
道
産
水
産
物
の
売
り
場
確
保
に
向
け
た
、
対
象

魚
種
の
旬
や
栄
養
面
を
訴
求
し
た
効
果
的
な
宣

伝
活
動
の
推
進

②
大
手
調
味
料
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
簡
便

な
メ
ニ
ュ
ー
提
案
を
基
本
と
し
た
店
頭
販
促
活

動
の
推
進

③
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連
動
し
た
一
般
消
費
者

向
け
の
情
報
発
信
及
び
新
た
な
媒
体
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
端
末
・
駅
の
電
子
看
板
）

に
よ
る
宣
伝
普
及
活
動
の
拡
大

ＣＳＲ活動の一環のゴミ拾い

小学生を対象とした食育活動

購
買
事
業
に
つ
い
て

経
営
体
制
に
つ
い
て

タイナイロン網チラシ

国
内
外
の
秋
鮭
需
要
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を

計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
生
鮮
対
策

①
生
鮮
消
費
の
拡
大
に
向
け
た
生
フ
ィ
レ
・
生
筋

子
の
販
売
強
化

②
旬
の
時
期
に
お
け
る
全
国
販
促
の
継
続
強
化

③
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
製
品
規
格
（
ウ
ロ

コ
・
カ
マ
取
り
）
へ
の
対
応
推
進

（
2
）
国
内
対
策

【
親
製
品
】

①
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
冷
凍
フ
ィ
レ
・
定

塩
フ
ィ
レ
の
販
売
強
化

②
消
費
の
安
定
・
拡
大
を
目
的
と
し
た
効
果
的
な

販
促
活
動
の
継
続

③
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た「
生
食
商
品
」「
簡
便

調
理
品
」等
の
商
品
開
発
の
継
続
と
販
路
の
確
立

④
国
内
販
路
拡
大
に
向
け
た
冷
凍
フ
ィ
レ
海
外
委

託
加
工
の
継
続
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産地市場の衛生管理の向上に向けて
「北海道産地市場衛生管理マニュアル」を改訂しました

・常に衛生に注意して生鮮魚介
類を取り扱うこととし、生産
者として責任を持つ。

・市場の衛生管理方針を理解
し、マニュアルを遵守する。

・北海道産地市場衛生管理マニュアル遵守に努めるため、関係者と協議し、市場
の衛生管理方針と、その市場に相応した独自の具体的な衛生管理マニュアルを
定め、その実行に積極的に取り組む。

・関係者からの意見を取り入れて、施設の維持・管理に努める。
・定期的に巡回し、マニュアルに基づく適正な管理がなされているか確認する。
・定期的な教育・研修を企画・実施する。

・基本４項目「いつ（漁獲日）、どこで（漁協単位、漁港単位等）、何を（魚種名）、どれだけ（数量）」が記載され
た記録があり、保存されている。

・魚種別コード、販売日、販売先コードが設定され、同じ条件下の水産物を記号や番号を用いてひとまとめに
し、日々の販売日報、送り状、請求書等に反映され、保管されている。

　全国的に食品の安全・安心確保に向けた取り組みが強化され、水産物流通の出発点である
産地市場での衛生管理もより一層求められる時代になっています。そんな中でぎょれんは全
道の専務参事会役員、北海道とともに北海道産地市場衛生管理高度化検討委員会を立ち上げ、
従来の「北海道産地市場衛生管理マニュアル」を改訂し、全道をあげた市場の衛生管理レベ
ルの高度化を目指します。

改訂されたマニュアルのここがポイント！

漁業者の役割 組合関係者（開設者、卸売業務者、出荷者）の役割

市場に関わる全ての人が衛生を管理すべき当事者となります
①市場業務直接対象者：開設者、卸売業務者
②市場関係者：漁業者、出荷者、買受人、流通業者
③その他：市場見学者、遊漁利用者

・生鮮食品は名称及び原産地の情報を正しく販売先に伝達している。

Point

衛生管理の難易度によって３段階のステップになっています

1

3

食品のトレーサビリティ（※）の要素を加えています

［水産物のトレーサビリティ］

《チェック項目例》

マニュアルに反映された「トレーサビリティ」の考え方
ステップA

ステップB

ステップA

（※）トレーサビリティ ： ある商品がどのように生産・流通してきたかという履歴を確認できること。

水揚 流通 消費者

2

・ＨＡＣＣＰ等要素を考慮した施設を中心とした衛生管理型モデル。
・ハード・ソフト両面で、多額の資金や時間・技術者の投入が必要とな

るため、今後の新築等においては考慮すべき項目。

必須事項管理型産地市場レベル

総合衛生管理型産地市場レベル

産地市場衛生管理マニュアル
の普及と定着を図るため、
ハード（施設・設備の基準）、ソ
フト（運営の基準）の２つの側
面において、現状から総合衛
生管理の達成に至る３段階の
ステップを用意しています。

Aステップ

Cステップ 難易度  高

難易度  低

トイレは自動ドアが設置されている。

生産者に対して衛生管理の教育を年１回以上行っている。

《チェック項目例》

今後のスケジュール
今年度：各漁協による自主点検、北海道・ぎょれんによる点検
来年度：第三者機関による外部監査 ⇒ ３年目以降は３年ごとの外部監査

皆で協力して
衛生管理レベルの

高度化を目指しまし
ょう

・卸売市場法や食品衛生法に関連する遵守事項、施設基準、生鮮魚介類等の扱い方などのほか、５Ｓ
（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）の条件に関する内容など、必要条件を加味した必須項目。

・産地市場の管理と運営に関して、協議のための体制が構築されており、関係者がルール・マニュアル
を遵守されるよう教育・訓練体制があることが求められます。ハード・ソフト面、いずれにおいても現状
で達成必須レベルの項目。

関係者・車両の出入り口に入場者専用の足洗い槽を設置する。

ホースはフックにかけ、常にホース先が床に接触しないようにする。
市場管理者は入場者（生産者・仲買人など）の衛生に対して、年１回以上必要な教育を行う。

北海道産地市場衛生管理マニュアルは４月中旬に各組合へ配布
されています。
北海道産地市場衛生管理高度化検討委員会並びにマニュアルに関する問い合わせは
ぎょれん品質管理部まで。

TEL ： ０１１－６３１－００３８　ＦＡＸ ： ０１１－６１４－５３９２

・産地市場としては、Ａステップレベルを確保したうえで、管理のため
の検証、点検が定期的に実施され、使用水・排水、機器等の記録が保
管されていること。

・機器の導入、その定期点検及び保管記録等、ハード・ソフト両面で資
金と時間が必要となります。

高度衛生管理型産地市場レベルBステップ 難易度  中

《チェック項目例》

手洗い給水栓は自動、又は足踏み式蛇口となっている。

長靴殺菌槽の殺菌剤補充の記録を毎日実施する。

今年は全ての市場が　　　　　　　「必須事項管理型産地市場レベル」の8割を満たすのが目標です！Aステップ

○○丸
△△水産

□□ストア

マニュアルは平成20年に改正されたＪＡＳ法（品質表示の適用範囲の拡大による変更）と、農林水産
省が作成した「商品トレーサビリティ『実践的なマニュアル』漁業編」に沿って、トレーサビリティの要素
が加えられています。
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　トド・アザラシは近年、夏場にも居座るようになり、昔は影響がなかっ
たほっけ刺網漁にも被害が出ています。
　トドは水深４百メートル位まで潜るとも言われており、本来網を仕掛
けたいポイントである水深２、３百メートル付近では、網ごとトドに食べ
られてしまいます。仕方なく、被害が比較的少ない深い場所に網を入れ
るのですが、網を引き揚げるときにもトドが寄ってきて、食べられてしま
います。毎日その繰り返しで、直接・間接的にも被害が拡大している状
況です。
　さらに、近年はアザラシも増えています。３０年位前は冬場に1、２頭
見る程度だったのが群れで夏を越すようになり、ここ数年で爆発的に増
えました。動物保護の観点で守られているため、駆除をしても焼け石に
水のような状況。昨年（1～12月）は１４０頭捕獲しましたが、もっと捕
獲しないと漁業への被害は増える一方です。

トド・アザラシによる被害は甚大。夏場の漁にも影響が

　船泊漁協では、現在私を含めて１８人の漁業者が、ハンターとして従事しています。自分達の生活を脅かす海
獣を駆除している我々に対して、浜の皆さんも応援してくれています。
　ぎょれんには、国や道への要請活動などを通じてご苦労をかけていますが、一方で我々は、「まずは、自分達
の生活は自分達で守る」という意識を持つことが大切だと思っています。
　ハンターに必要な狩猟免許取得に掛かる費用も組合で負担しており、まずは自分達で努力出来ることはする。
そして、自分達だけでは解決できない問題には、外部の力も借りる。
　「自主・自立」の協同組合の精神が、海獣対策にも当てはまると思います。　

「自分達の生活は自分達で守る」 組合全体で海獣対策に取り組む

増加する海獣被害に組合全体で取り組む
礼文猟友会 前会長　
　大石 康雄さんに話を聞きました

（平成27年3月5日インタビュー）

群れで上陸するトド。
オスが１日に食べる量は40～50kgとも言わ
れており、漁業に及ぼす被害は甚大です。

●プロフィール
船泊漁協 副組合長。
利尻島生まれ、礼文島育ちの68歳。
長男として家業を継ぎ、うに、こんぶ、ほっけ、たら漁に従事。
ハンターとして海獣駆除を行う父を見て育ち、自身も20代の頃からハンターとし
て駆除に携わる。大きな被害を及ぼすトド・アザラシの対策に組合全体で取り組
んでいる。

ぎょれん漁政部より  海獣被害対策の取り組みについて
　ぎょれんでは、全道組合長会議での決議に基づく国・道への要請活動や、日本
海トド漁業被害対策緊急集会の開催等を通じて、繰り返し海獣による漁業被害
の深刻さと被害補償制度の創設を訴えてきました。
　その活動が実を結び、昨年、日本海のトド駆除可能頭数が253頭から516頭
へと引き上げられましたが、残念ながら抜本的な解決に至っていないのが現状
です。引き続き、ぎょれんでは、被害補償制度の創設を訴えるとともに、漁業被
害軽減のため、今活用できる制度を有効に活用し、「駆除・追い払い事業」「強化
刺網の導入」「ハンター育成支援」等にも、浜の皆様と連携し積極的に取り組ん
でいきたいと考えています。ご協力をよろしくお願いいたします。ぎょれん  本間常務
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　「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、東
しゃこたん漁協の茂木さんご一家です。

「古平のえび」を知ってほしい
　
　3月中旬からえび籠漁が始まった古平港。一さんは
漁師になって16年。えびを中心に、たら、すけそう
だらの漁を行っています。「小さなころから漁師にな
ると決めていた」と話し、小・中学校の頃には自ら
陸回りの仕事を手伝っていたと言います。
　現在行っているえび籠漁では、深夜に漁を行い、
えびを生かしたまま水揚げして出荷している一さん。

「こうやって築地に出荷するようになってから、問い
合わせが増えたんです。今後も古平のえびをもっと
消費者に知ってもらいたいね」と、多くの人に「古
平のえび」を知ってもらえることに喜び、やりがい
を感じていると笑顔で教えてくれました。
 

元気いっぱいの三姉弟
　　
　小樽出身のみどりさんは元看護師。結婚して良

かったことを尋ねてみると「おいしいものが食べら
れるのが一番ですね」と笑い、初めて食べた「たら
のおしょう煮（三平汁）」の美味しさに驚いたと教え
てくれました。
　春から年長さんになった長女の詩瑛菜ちゃんは世
話好きのお姉ちゃん。幼稚園に通い始めたばかりの
長男、悠真君はマイペースで集中力バツグン。次男
の颯真君は餃子好きな二歳児。みんなでトイプード
ルの愛犬「ロナウド」と追いかけっこをしたり、元 
気いっぱいです。
　昨年から青年部の部長も務めている一さん。若い
部員には「獲ってきた
ものを自分たちでPR
し、消費者に安心して
魚を食べてもらうこと
に関心を持ってもらい
たい」と話します。今
年は青年部として組合
の催事により積極的に
参加し、PRの場を増
やしていきたいと抱負
を語ってくれました。

東しゃこたん漁協 茂木さんご家族
も ぎ

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

【茂木さんご一家】　茂木 一さん（34歳）、みどりさん（34歳）、詩瑛菜ちゃん（5歳）、悠真くん（４歳）、颯真くん（2歳）
し  え  な そう まはるまはじめ
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　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。人気の若手力士も現れ、若い女性のファンも増えていると
いう日本の国技、相撲。5月には東京の国技館で本場所が行われます。
起源は神話の時代までさかのぼるという神事を、ぜひ間近で見てみた
いものですね。

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

解 答 となります。

間違いは6つです。

※答えは17ページにあります。

新芽から作る出来立てホヤホヤのお茶　  　
これがほころんで開花
家に真っ直ぐ帰りません
雌牛を英語で
猫の首元でリンリン
人に歳を聞かれた時、つい読みたくなる？
アンコウやダイオウイカの棲息場所
過去にアメリカで施行された酒類の製造等を禁止する法律は
○○○○法
おじ、おばの子供
この繭から生糸を紡ぐ
干支でねずみの後、寅の前
○○マスク、○○メイク、ドライ○○
地球は海とこれが７：３
自慢する時は高くなっている
これが効いてると座り心地が良い

①
④
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
⑬

⑮
⑰
⑲
⑳
㉑
㉓
㉔

○印に当たる言葉を
うまく並べてください。

4月号の解答と当選者
シンニュウセイ

クロスワードパズル

間違い
さがし

※右と左の絵には、6ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

ブレイクタイム Break Time

①
②
③
④
⑤
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑭
⑯
⑱
⑳
㉒

梅干しを漬ける時は赤い方を使う
花から花へとヒラヒラ
話の途中で横から入れないように
負けた力士につく
下手な字の例えに使われる生き物
眉と眉の間
財布やハンカチを入れて持ち運ぶ
遠足の必需品、のどが渇いたときに大活躍
川で見つかる細かい金の粒
一番打率の高いバッターは○○○打者
潮干狩りの獲物
歯医者さんをこうとも呼ぶ
ツブツブがない方のあんこ
全員に意見を反対された時のツラ～イ立場
恥ずかしいと入りたくなる
髪をすいたり、とかしたり

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

伊藤　郁子さん
中村　順子さん
若林　秀章さん
長谷川しのぶさん
吉村　　桃さん

函 館 市
白 老 町
浦 河 町
猿 払 村
江 別 市

1 2
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14
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22
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24
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1211

8

7

9

43 5

18 19

15

23
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20

24 25 26

27 28

21

1211

87

9

43 5

18 19

15

23

ア
ナヨ カリ マセ

モ ウモ ク
クツ

イ ン

サ
カ ド ンシ

ウ セ
ヤ

ジニ ユ
モ ソシ ダ イ

イカ チリユ
サク ラ ンジシ ン

ンセヤ シチマ

浜のご意見番 購販推進地区委員長に聞きました。

ぎょれんの仕事、ここが ここはあっ
ぱれ! 喝！

　ぎょれんでは時代の変化に対応し、様々な課題
に向き合い事業を展開しています。このコーナー
では、漁協購販推進地区委員長に、ズバッと仕事
ぶりを評価してもらい、強い北海道漁業の推進に
取り組む糧にしたいと思います。
　今回のご意見番は、根室地区の濱邊博委員長
（落石漁協）です。

販売事業について

かて

はま   べ 　昨年視察した石狩の新工場や茨城県鹿島の工場研修
で、ぎょれんが生協や量販店向けに数多くの商品を開発
し製造していることを知り驚いた。以前のように秋鮭・ほ
たて・昆布ばかりでなく、大量水揚げで魚価が低迷して
いる魚種を中心に、一船買いや新たな売り方提案、大手
食品メーカーとのタイアップなど鮮魚対策にも取り組
んでいる。今後も現状打開のため道産水産物の付加価
値づくりに挑戦し、新たな販売チャンネルを駆使して価
格対策を推進してほしい。

☆ここは、あっぱれ
⇒ 道産水産物の販促推進

　聞くところによると、近年は高齢者介護施設などで老
化防止のため米や豆を箸でつまむ訓練をさせていると
いう。魚離れの一因に、骨から身を外すのが面倒という
のがあるが、お年寄りの訓練にもつながるような、ぎょ
れんならではの独創的な商品づくりに挑戦してほしい。
マイナスをプラスに！発想の大転換で世間が驚くような
新商品を発売してほしい。

★ここが喝！
⇒ マイナスをプラスに転じる商品開発を！

指導事業について

　近年協同組合運動の原点が見失われがちだが、従事
している漁業や年代の異なる他地区の委員長の皆さん
と交流できることは、漁業者としての見識が広まり就業
への意欲も高まる。青年部活動でも地区会長の海外研
修支援を実施するなど、漁業者間の交流に地道に取り
組んでいる。組合単独では限りある組織活動に、系統組
織ならではの視点を盛り込み、若手からベテランまで漁
業者としての意識高揚につながる組織活動を今後も展
開してほしい。

☆ここは、あっぱれ
⇒ 漁業者の交流推進活動

　漁家経営安定のため、燃油セーフティネット構築事業へ
の取り組み等は評価できるものの、後継者問題について
は地域間格差、ひいては養殖漁業か、漁船漁業かによって
状況は大きく異なる。親として将来の経営が不安な漁業
を継いでほしいとは言えない。なんでも国にお願いしよう
とは思わないが、外国人就業者にたよらず、子供に跡を託
せる漁家経営安定制度を強力に作り上げてほしい。

★ここが喝！

購買事業について

　当地区は漁船漁業者も多く、以前はエンジントラブル
を恐れ、オイルはメーカー純正使用が多かった。しかし
水揚げ金額の減少や燃油の高騰で漁業コスト削減が大
きな課題となっていた。そこでぎょれん購買部では漁協
購販推進委員会などに系統オイル（全漁連大漁オイル）
の製造責任者を招き、オイルの成分説明を徹底して行
うなど、具体的なデーターと本州地区での使用実績を
紹介し、オイルの品質不安を払しょくした。今では私も
ぎょれん大漁オイルを使用しており、コストの削減と
なっている。

☆ここは、あっぱれ
⇒ データに裏付けされた系統オイルの利用推進

　ぎょれんの購買事業を補完するマリノサポートの皆
さんが熱心に浜回りをしている点は評価できるが、営業
所が釧路にあるため地理的な不便さを感じる時が多々
ある。道東地区における根室管内の扱い高をもっと伸
ばすためにも、出先の増設をぜひ検討してほしい。

★ここが喝！
⇒ 漁業資材販促拠点の整備

⇒ 子供に将来の漁業を託せる就業施策を

昭和26年、根室市落石生まれ。四
男三女の四男坊。次兄と漁業を継
いだ若い頃は、昆布漁、鮭鱒流し網
漁、たこ縄漁など沿岸から沖合漁
業に従事し修業を積みました。独立
した30代から地元で初めてのたこ
籠漁に挑戦。本業の柱となるまでに
育て上げました。近年主力のたこ漁がもう一つとあり、
昨年から前浜での昼いか釣り漁業に挑戦。「いくつに
なっても、漁師は挑戦する気持ちが大事」と漁業への意
欲は若い人のお手本です。「自分で釣った、いかで造る
塩辛は最高だね」と語ってくれた濱邊委員長。ぜひ味
わってみたいです。

濱邊委員長プロフィール
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　営業企画部は、道産水産物の消費拡大に係る様々な業務に取り組んでいます。
　最近はテレビや新聞以外にインターネットを使った電子広告が普及するなど、消
費者に対し、どのように効果的な情報を発信するのか費用対効果を念頭に置いて取
り組んでいます。
　特に、消費低迷が深刻な昆布については、消費の回復を図るため、医学・栄養学系
大学の先生たちに昆布の栄養や機能性の研究を委託し、健康雑誌等で紹介するな
どの取組を実施しています。
　これらの活動については、本会広報誌「なみまるくん」でも随時紹介するとともに、
浜の情報も積極的に発信してまいりますので、これからも皆様のご協力を宜しくお
願いいたします。

❶宣伝・販売促進事業
　一般消費者の方へ北海道の水産物を手に取って頂けるよ
う、秋鮭・いくら、ほたて、昆布等の主要魚種を中心に、
各協議会と連携して宣伝・販売促進活動を行っています。
テレビＣＭ、新聞への折込広告、各種イベントなどは当部
で企画しています。
　
❷食育事業
　水産物の消費を増やすためには、水産物の知識を持った
新たな消費者の育成も大切です。将来消費者となる子ども
たちから、料理に関わる調理師専門学校の生徒、主に家庭
での食を担う女性を対象に、道産水産物の魅力を伝える食
育教室を、各種協議会と共に開催しています。
　
❸広報・組織活動
　毎月発行しているこの「なみまるくん」やホームページ
を利用して、浜に関わる人だけでなく、一般の消費者へも
ぎょれんや浜について情報提供を行っています。また、購
販推進委員長会議など、浜とぎょれんをつなぐ役割も担っ
ています。

道産水産物の消費拡大に係る様々な業務に
取り組んでいます

　ぎょれんには浜に密着した「産地支店」、消費地での
営業を行う「消費地支店」とともに、各事業の専門部署
で構成される「本所」があります。このコーナーでは、普
段、浜のみなさんと直接接することが少ない本所の各
部署を１カ所ずつご紹介します。

 本所から
 こんにちは

今月は 営業企画部 です

浜の浜の
みなさんへみなさんへ

営業企画部
山口部長

私たちのお仕事三本柱

今年もコンサドーレと食育教室を共催します

海外での宣伝活動も行っています
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01新社会人としての第一歩を踏み出します
全道漁協新採用職員研修が行われました

名刺交換やお茶の出し方も
実際に練習して学びました

稚内で行われた宗谷地区組合長会の様子

03流木などの漂着物に対する見識を深めました
全道漁協環境保全研修会が開催されました

研修会の開会にあたり、挨拶を行う環境本部 平野本部
長（えりも漁協）

02
　4月6日（月）の小樽地区組合長会を皮切りに10日（金）
までの5日間、全道各地で地区組合長会議が開催されま
した。会議では、ぎょれんの役員より平成26年度の決算
見込みや平成27年度の事業計画に加え、浜の活力再生プ
ランや水産物の貿易問題、農協改革、産地市場の衛生管
理について説明が行われ、水産業を取り巻く諸問題につ
いて意見が交わされました。

水産業を取り巻く問題について意見が交わされました
全道各地で地区組合長会議が開催されました

藻場保全活動や、観光業と連携した活動が評価された
「美国・美しい海づくり協議会」

ネイチャークルーズの実施や、「沖詰めサンマ」をはじめ
落石産ブランドの確立等が評価された「落石地区マリン
ビジョン協議会」

04漁業に関する地域活動が、優秀賞・奨励賞に
「わが村は美しく―北海道」運動
第７回コンクールの結果発表
　北海道開発局では、道内の農山漁村地域の魅力と活力を
高めようと、「景観」、「地域特産物」、「人の交流」に関す
る優れた活動に光をあてるコンクールを実施しています。
　7回目となる今回は、80市町村から99件もの応募が
ありました。平成26年度はブロック審査を行い、優秀賞
には「美国・美しい海づくり協議会（積丹町）」、「落石地区
マリンビジョン協議会（根室市）」ほか12件、奨励賞には
「寿都地域マリンビジョン協議会（寿都町）」、「網走川流域
農業・漁業連携推進協議会『だいちとうみの会』（網走市・津
別町）」ほか28件が表彰されました。平成27年度は、優秀
賞の中から大賞を決定しますので、ぜひご注目ください。
　受賞団体情報など詳しくは下記の北海道開発局ホーム
ページをご覧ください。
http://www.hkd.mlit.go.jp/zigyoka/z_nogyo/waga
mura/index.html
※「わが村」で検索してください。

　4月1日（水）～3日（金）の3日間、札幌市の第2水産ビ
ルで漁協の新採用職員を主な対象とした全道漁協新採用
職員研修会（主催：ぎょれん）が行われました。研修に
は全道の漁協の他、信漁連、共水連から74名が参加し、
社会人としての心構えから、漁協の簿記・コンプライア
ンスまで、幅広い内容を学びました。最終日には系統各
連への挨拶周りも行われ、名実ともに漁協系統の一員と
して参加者は各組合に戻って行きました。

　2月13日（金）、札幌市のセンチュリーロイヤルホテル
で全道漁協漁場環境保全研修会が開催されました。例年
行われているこの研修会。今年は道環境生活部、道総研
林業試験場、留萌開発建設部の3名を講師に、漂着物、
その中でも大部分を占める流木をテーマに行われました。
流木の発生メカニズムや、発生させないための研究の状
況、被害を軽減させるための対策や流木処理の現状につ
いて、また、回収した漂着物の処理費用の補助について
も説明がありました。講演後は、漂着した流木の処理や
川で流木を発見した際の対応、川岸の整備の際に植える
樹木の種類などについて積極的に質疑が交わされ、漂着
物被害に対する取り組みへの熱意を感じさせました。

入賞作品は2016年ぎょれんカレンダーに採用！
「海の四季 フォトコンテスト」を開催します
　ぎょれんでは、「北海道の海・浜・港の四季を感じる風景写真」を広く募集
する「海の四季フォトコンテスト」を開催いたします。入賞作品（7点）は
「2016年ぎょれんカレンダー」に採用するほか、その応募者には海の幸
セットをプレゼントします。コンテストを通じて、一人でも多くの方々に、
北海道の海、水産業に関心を持っていただくことを期待しています。
　応募受付は9月7日まで。応募方法等の詳細は、本誌に折り込んでいる応募
チラシをご覧ください。たくさんのご応募をお待ちしています！

※カレンダーとして印刷するため、大きめの画像データサイズを推奨しています。
　詳しい推奨サイズ等はチラシをご覧ください。 身近な写真愛好家にもお声掛けください

たくさんのご応募をお待ちしています！
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　当管内は3月29日から始まったほた
て稚貝の出荷で活気に溢れています。
時化が続くこともあり、思うように出
荷が進みませんでしたが、それでも計
画達成率は50％まできています。ま
た、真がれいを中心としたかれい類の
水揚げ量は日に日に増え、2,000ケー
ス以上もの真がれいが管内で水揚げ
される日もあります。厳しい寒さの中
業務に携わる方々の健康と安全を第
一に、無事に今後の稚貝出荷と春漁が
進むことを願っています。

　オホーツク海地区の毛がに籠漁の
水揚げは、順調に許容量を消化し、昨
年と比べ高値で推移しています。猿払
村漁協・宗谷漁協では昨年より早い終
漁となりました。日本海地区の毛がに
刺し網漁も高値で推移しているほか、
なまこ漁の水揚げも順調となっていま
す。雪も降っている春ですが、浜は活
気づいています。安全操業で豊漁とな
ることを願っています。

　暖かくなるにつれて、ほっき・かれい
等少しずつ水揚げ魚種が増え、待ち遠
しかった春の訪れを感じています。本
格的な漁期に向け、浜は今後忙しさを
増していきますが、皆さんの今後の安
全操業と豊漁を心より祈願していま
す。

　日本200海里内で操業する小型鮭
鱒流し網漁が4月15日（水）より解禁
されました。根室地区では、11年ぶり
に前年隻数を上回る23隻の出漁を予
定しており、内18隻が歯舞・花咲・落石
の3港から出漁しました。残りの船に
ついては、随時出漁していく見込みで
す。関係者におきましては、今後の順
調な水揚げと安全な操業となること
を祈念しています。

　4月15日に200海里内鮭鱒漁が解
禁となり、同日午前0時、解禁とともに
厚岸漁協、浜中漁協所属船が夜霧の
中、出漁しました。4月18日に早速初
水揚げがあり、高値で取引されまし
た。5月上旬にはほぼ全船が操業を開
始する予定です。また、4月19日には
さんま漁船が試験操業のため出漁し
ています。一方、沿岸では刻み昆布用
のあおこんぶ漁が始まり、4月下旬に
は釧路市東部、昆布森漁協を皮切りに
春定置網漁が始まります。

　4月も半ばに入り、ようやく暖かい
春の陽気が続くようになりました。浜
は4月20日に解禁となる春定置網漁に
向けて網入れの準備を行っています。
今年は今のところ全体的に海水温が
低く、漁獲の行方が若干気になるとこ
ろですが、海水温上昇とともに水揚げ
が本格化し、浜が活気づくことを願っ
ています。

　4月14日から管内の春定置網漁が
スタートしました。まだ始まったばかり
でまとまった水揚げとなっていません
が、宗八等かれい類主体の水揚げと
なっており、今後本格化する本鱒、時
鮭の水揚げに期待がかかります。ま
た、3月から始まった太平洋地区の柳
たこ漁は日産2～5ｔ、浜値k@390～
360処と数量・浜値ともに昨年より振
るいませんが、今後挽回されることを
期待しています。生産者の方々の安全
操業と大漁を祈願しています。

　4月上旬より、南かやべ漁協、木直、
尾札部、川汲支所で定置網漁が始まり
ました。南かやべの定置網は「大謀網」
と呼ばれ、夏にはサバ、秋にはいか・ぶ
り・いわし、冬には助宗など季節ごとに
様々な魚が水揚げされます。現在は主
に本ますが日に100～200本程揚がっ
ていますが、去年に比べ少ないようで
す。4月の下旬には、全ての支所で定
置網漁開始予定となっています。

　4月より、江差支所を皮切りに各支
所でなまこ漁が始まりました。江差支
所では、日に約200～300㎏が水揚げ
されます。漁法は主に桁曳・潜水で
獲っており、今年は資源が豊富とのこ
とで、去年に比べ水揚げが増えると予
想されます。江差支所入札結果は
k@6,120～5,700と値段もよく出だ
し良好です。

大漁
祈願！ 　当管内では4月初旬からほたて稚貝

の出荷が始まりました。今年は成長が
早く、大きめの貝が多い傾向が見られ
ます。4月中旬までは順調に出荷され
ていましたが、終盤に来て時化で遅れ
気味です。また、例年は5月より始まる
小女子漁も今年は魚体が大きいとの
事で、大型連休前から出漁する予定で
す。春漁シーズンを迎え、浜が活気づ
くことを祈っています。
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13ページの間違いさがしの答え

な
み
ま
る
く
ん
拝
見
し
て
ま
す
。ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
も
や
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、期
日

が
過
ぎ
て
た
り
す
る
と
ガ
ッ
カ
リ
し
た
り

し
て
、間
に
合
え
ば
送
っ
て
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
標
津
町
　
Ｓ
．Ｙ
さ
ん
　
45
歳
）

４
月
か
ら
新
入
生
が
入
っ
て
き
て
、つ
い
に

高
３
。魚
食
べ
て
勉
強
頑
張
り
ま
す
。

（
江
別
市
　
吉
村
　
桃
さ
ん
　
17
歳
）

浜
で
は
真
が
れ
い
の
刺
網
漁
が
最
盛
期
で

す
。遊
漁
も
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
り
ま
す
。

（
小
樽
市
　
宮
古
　
知
行
さ
ん
）

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん5月号への
感想・ご意見など

　②13ページのクロスワードの答え
　③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

編集部からのお知らせ

〈宛先〉 5月20日までにお送りください。　
（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 営業企画部 広報担当

（ＦＡＸ） 011（271）0843
（電子メール） info@gyoren.or.jp

４
月
は
新
入
生
や
転
勤
で
多
忙
な
シ
ー
ズ

ン
で
す
ね
。私
も
移
動
の
経
験
が
あ
り
ま
す

が
、こ
の
時
期
を
一
年
の
計
と
気
分
新
た
に

過
ぎ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。健
康
に
留

意
し
、一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
七
飯
町
　
清
水
　
悦
子
さ
ん
　
78
歳
）

平
成
26
年
度
全
道
漁
協
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

の
基
調
講
演
の
記
事（
４
月
号
）を
読
ま
せ

て
頂
き
ま
し
た
。時
代
の
変
化
を
強
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。

（
島
牧
村
　
泉
谷
　
泰
三
さ
ん
　
87
歳
）

よ
う
や
く
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。昆

布
の
養
殖
に
毎
日
海
に
行
っ
て
ガ
ン
バ
っ

て
い
ま
す
。今
年
も
良
い
昆
布
が
と
れ
ま
す

よ
う
に
。

（
函
館
市
　
Ｉ
．Ｉ
さ
ん
　
67
歳
）

今
年
は
雪
は
早
く
消
え
ま
し
た
が
、時
化

が
多
く
て
、魚
が
と
れ
ま
せ
ん
。早
く
暖
か

く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
泊
村
　
秋
山
　
祐
子
さ
ん
）

ほ
た
て
稚
貝
出
荷
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
っ

て
い
ま
す
。も
ら
っ
た
稚
貝
は
様
々
な
料
理

に
使
え
て
便
利
で
す
よ
。今
回
は
ピ
ラ
フ
を

作
っ
て
み
た
ら
お
い
し
か
っ
た
で
す
。色
々

な
年
代
の
出
面
さ
ん
達
と
話
を
で
き
る
の

も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

（
初
山
別
村
　
白
府
　
美
恵
子
さ
ん
）

桜
の
開
花（
本
州
）の
ニ
ュ
ー
ス
か
と
思
っ

た
ら
、雪
が
ま
た
降
っ
た
と
、な
か
な
か
暖

か
く
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
外

仕
事
に
な
り
ま
す
。天
気
が
良
く
、暖
か
い

日
が
続
き
ま
す
よ
う
に
。自
然
相
手
で
す
か

ら
、し
か
た
な
い
か
あ
！

（
浦
河
町
　
若
林
　
秀
章
さ
ん
　
46
歳
）

稚
貝
放
流
が
始
ま
っ
た
け
ど
、天
候
が
悪

く
順
調
に
い
き
ま
せ
ん
。一
日
も
早
く
暖
か

く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
枝
幸
町
　
斉
藤
　
政
子
さ
ん
　
63
歳
）

タイトル：
「ぎょれんの新人も浜で頑張っています!」

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om

 readers

編
集
後
記

　
ぎ
ょ
れ
ん
職
員
に
と
り
５
月
の
連
休
は
、

お
盆
・お
正
月
と
並
び
ま
と
ま
っ
た
お
休
み

の
と
れ
る
、数
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
。今
年
は
仕

事・人
生
の
区
切
り
の
年
を
迎
え
た
こ
と
も

あ
り
、長
年
の
夢
を
か
な
え
る
べ
く
西
国
の

旅
に
出
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。目
的
は

修
学
旅
行
で
お
な
じ
み
の
県
に
あ
る
世
界

遺
産
を
訪
れ
る
た
め
。若
い
頃
に
は
興
味
が

な
か
っ
た
も
の
の
、世
界
遺
産
に
な
り
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

感
想
は
次
号
で
！
　
　
　
　
　
　  

（
阿
部
）

　　
浜
の
元
気
印
の
取
材
で
伺
っ
た
浜
益
で
、

初
め
て「
ル
ッ
ツ（
ユ
ム
シ
）」を
見
ま
し
た
。

ル
ッ
ツ
は
浜
益
な
ど
で
秋
〜
冬
に
獲
れ
る
珍

味
で
す
。時
期
外
れ
の
た
め
、ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
て
冷
凍
さ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、

「
こ
れ
が
、話
に
聞
く
あ
の
ル
ッ
ツ
か…

」と
、

ま
じ
ま
じ
見
つ
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。味
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、お
い
し
い
も

の
は
で
き
れ
ば
旬
に
味
わ
い
た
い
も
の
。今

年
の
秋
は
、未
知
の
味
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
矢
幡
）

　
４
月
に
入
会
し
、札
幌
に
配
属
さ
れ
た

ぎ
ょ
れ
ん
の
新
人
は
、留
萌
で
稚
貝
研
修

の
真
っ
最
中
。毎
朝
早
朝
か
ら
浜
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
、ほ
た
て
稚
貝
出
荷
の
た

め
の
検
品
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

ま さ か よ り  も し も で 防 ご う  海 難 事 故

今月の
1枚

編集部の
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《合わせバター》
・無塩バター・・・１６０ｇ
・玉ねぎ（みじん切り）・・・１/２個
・パセリ（みじん切り）・・・１０ｇ
・にんにく（みじん切り）・・・１片
・パン粉・・・大さじ４
・オレガノ・・・小さじ１

今回はほたてを使った「ほたてのイタリアングラタン」

をご紹介します。殻付ほたてでおしゃれなイタリアン

にしてみませんか？ほたてと香草の風味も良く、

パンと一緒に食べるのがおすすめです。合わせバター

は他の貝類や白身魚など、アレンジがきくのも嬉

しいですね。

材料（4人分）

北の魚情報がぎっしり！北海道ぎょれんウェブサイト

www.gyoren.or.jp

北海道ぎょれん広報
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［うみ・なかま コミュニケーション］ 5
2015

Ⓐ

特集

ほたての
イタリアングラタン

殻付ほたてでおしゃれな一品

浜のおかあさん

レシピ

ほたての殻をむき、耳を取って水洗いした後、キッ
チンペーパーで水気を取り、軽く塩こしょうを振る。
ほたてを剥いた後の殻は、綺麗に洗っておく。
室温に戻しておいた無塩バターをボウルでペース
ト状になるまで練る。
③のバターに、Ａを入れ混ぜ合わせる。
②の殻に、①のほたて、④の合わせバター、パン粉
をのせ、粉チーズをかける。
１８０～２００℃に予熱したオーブンで１０分焼く。
付け合せに、くし切りにしたトマトとレモンを添え
て出来上がり。

❶

❷
❸

❹
❺

❻
❼

作り方

5
2015
No.319

新星マリン漁協

花田　泰子さん

・殻付ほたて・・・８枚
・パン粉・・・大さじ８
・粉チーズ・・・適量
・トマト・・・１個
・レモン・・・１個
・塩こしょう・・・少々

産地市場の衛生管理の向上に向けて
「北海道産地市場衛生管理マニュアル」を改訂しました

平成27年度 ぎょれん事業計画 －後編－

見開き.indd   20 2015/04/25   9:15


